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①

　
　
　
哲
學
の
課
題
は
「
概
念
と
自
由
と
が
そ
の
暦
象
と
な
り
魂
と
な
ら
な
い
限
り
、
眞
實
に
そ
し
て
内
在
的
に
解
か
れ
は
し
な
い
。
」
蓋
し
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
ふ
迄
も
な
く
概
念
こ
そ
は
眞
理
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
自
慮
は
へ
ー
グ
ル
哲
學
の
ヘ
ン
・
ヵ
イ
・
パ
ン
で
あ
妙
、
絶
学
者
・
瀞
・
眞
理
（
眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
實
態
）
等
と
も
呼
ば
れ
る
精
論
の
、
母
艦
・
固
有
な
る
本
質
・
縄
封
的
規
定
で
あ
る
。
「
自
由
が
精
紳
の
唯
｝
眞
實
な
る
本
性
」
覧
器

　　

ﾊ
σ
Q
①
ぎ
葺
窪
①
．
・
・
①
釜
動
な
の
で
あ
る
・
↑
グ
ル
哲
學
婿
へ
の
誉
正
に
こ
の
薯
の
糧
に
於
て
の
み
求
め
ら
る

　
　
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
㊦
　
図
コ
畠
巳
。
冨
a
o
鞍
瞬
鷲
吻
蓄
継
（
聾
唄
韓
障
＼
加
勇
ヌ
》
翻
融
耀
）

　
　
　
㊥
　
一
）
置
き
営
Φ
唇
ざ
讐
Φ
伽
。
ω
O
o
艮
○
。
。
．
い
，
器
g
凱
鷲
G
Q
．
同
ω
Φ
8
。
（
蛇
嘱
嵩
置
讐
潜
潮
嵐
＼
加
勢
メ
㌧
・
コ
山
型
）
㊥
因
増
聲
9
く
。
昌
囚
書
け
ぼ
・
・
麟
。
σ
q
露

　
　
　
　
　
自
●
ω
・
ω
8
　
㊥
吻
㏄
Q
。
評
伽
幽
o
D
b
コ
”
吻
い
℃
簿
。
噛
⑤
曳
託
。
。
・
o
営
重
唱
興
O
演
。
同
区
。
節
①
．
臼
。
α
（
器
円
爵
ψ
糞
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

備
　
　
「
へ
ー
グ
ル
は
「
概
念
」
と
云
ふ
語
に
、
そ
の
語
が
彼
以
前
の
他
の
如
何
な
る
思
想
家
に
於
て
も
持
つ
こ
と
な
く
叉
持
ち
得
な
か
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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伽
誓
灘
欝
緋
究
．
轄
型
二
百
山
ハ
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

こ
ろ
の
意
味
を
結
合
し
た
。
…
…
…
こ
の
語
の
意
味
を
理
解
し
や
う
と
思
．
講
な
ら
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
ケ
完
全
に
理
解
し
て
居
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
ら
な
い
。
こ
の
語
は
彼
の
哲
學
の
総
罷
を
表
は
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
し
こ
の
ク
ロ
！
ナ
ー
の
冨
葉
は
そ
の
限
り
に
於
て
正
し
い
。
我

々
は
こ
の
言
葉
を
、
概
念
に
侵
す
る
一
切
の
豫
備
的
説
明
の
無
意
味
な
る
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
、
唯
一
の
可
能
な
る
男
瓦
的
読
明
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ふ
事
。
か
土
管
よ
う
。
一
方
へ
ー
グ
ル
の
自
ら
云
ふ
襟
に
「
理
念
の
中
で
職
工
の
理
念
程
、
無
規
定
的
多
義
的
で
あ
り
、
最
大
の
誤
解
を
受
け

る
能
力
が
あ
り
、
二
っ
て
三
際
受
け
て
居
る
も
の
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
、
種
々
は
一
般
的
に
知
っ
て
居
る
。
そ
し
て
叉
自
由
の
．
理
念
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

無
思
慮
に
喋
々
さ
れ
る
も
の
は
な
い
」
然
ら
ば
へ
ー
ヂ
ル
に
と
っ
て
は
自
由
と
は
、
精
憩
の
自
由
と
は
如
何
な
る
事
で
あ
っ
九
か
。
曰
く

「
精
熟
の
自
由
は
併
し
、
輩
に
他
者
の
外
部
に
於
て
の
他
者
か
ら
の
猫
立
（
無
依
存
）
性
で
は
な
く
し
て
、
他
者
の
中
に
於
て
得
ら
れ
た
他
者

か
ら
の
猫
立
性
で
あ
る
。
精
聯
の
自
由
は
他
者
か
ら
の
逃
避
に
よ
っ
て
で
は
な
く
し
て
、
他
者
の
克
服
に
よ
っ
て
現
悪
性
を
得
る
。
精
瀞

は
其
の
抽
象
的
な
自
立
的
（
（
欝
志
学
器
遷
鼠
）
並
臼
遍
性
、
自
己
へ
の
単
純
な
關
係
か
ら
抜
け
曾
て
、
㎝
の
限
定
さ
れ
た
現
品
的
廣
別
を
、
輩

純
な
自
我
と
は
別
の
も
の
を
、
撃
っ
て
自
己
自
身
の
中
に
於
け
る
否
定
的
な
も
の
を
措
定
す
る
事
が
幽
賜
る
。
そ
し
て
他
者
へ
の
此
の
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

係
は
、
精
神
に
と
っ
て
輩
に
可
能
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
し
て
必
然
的
で
あ
る
」
（
註
｝
）
而
も
「
精
憩
は
此
の
最
高
の
自
己
分
裂
、
自

己
の
郎
自
的
本
質
的
な
人
倫
的
本
性
の
根
か
ら
の
自
己
剥
奪
、
自
己
自
身
と
の
此
の
最
も
完
全
な
る
矛
盾
に
於
て
さ
へ
も
、
自
己
と
補
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
で
あ
り
、
從
っ
て
自
由
で
あ
る
」

　
　
　
（
註
『
）
　
こ
の
こ
と
の
理
由
と
し
て
「
何
故
な
ら
精
瀞
が
自
己
を
正
に
自
己
の
概
念
上
あ
る
べ
き
も
の
と
認
め
、
そ
し
て
二
軸
そ
れ
で
あ
る
の
は
、

　
　
　
他
者
に
よ
っ
て
、
他
者
の
止
揚
に
よ
っ
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
云
は
れ
て
居
る
。
帥
ち
「
他
年
・
矛
盾
・
分
裂
は
精
選
の
本
性
に
鵬
す
る
。
」

　
　
　
從
っ
て
「
如
何
な
る
仕
方
で
苦
涌
が
世
に
現
は
れ
た
か
し
と
問
ふ
の
は
「
精
留
の
太
性
を
な
す
も
の
を
、
そ
れ
に
外
的
な
附
加
物
と
見
て
贋
る
謬
見

’
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@
　
に
よ
る
も
の
に
外
な
ら
飼
し
と
云
は
れ
て
居
る
芝
易
論
講
の
事
始
妻
っ
て
理
解
さ
る
べ
皐
で
あ
る
u

　
以
上
の
引
用
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
様
に
、
自
由
は
も
と
よ
り
輩
に
自
我
の
純
弊
不
規
定
性
に
基
い
て
、
規
定
の
捨
象
・
秩
序
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

破
壌
に
於
て
の
み
其
の
存
在
感
を
懐
く
「
否
定
的
自
由
或
は
悟
牲
の
自
由
」
で
は
な
く
、
又
軍
な
る
「
親
拝
す
る
可
能
性
」
帥
ち
恣
意
と
は
特

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
嚴
密
に
随
捌
さ
れ
る
。
「
自
由
は
不
規
定
性
と
規
定
性
の
い
つ
れ
の
4
1
に
も
存
す
る
に
零
す
し
て
、
却
っ
て
。
粥
者
で
あ
る
。
」
「
自
由
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

規
定
さ
れ
た
も
の
を
意
志
す
る
事
、
而
も
其
れ
に
於
て
擁
自
び
鉱
。
。
置
冒
で
あ
る
事
で
あ
る
。
」
以
上
に
よ
っ
て
我
々
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
由

が
「
自
己
の
他
有
に
於
て
糠
自
で
あ
る
」
と
云
ふ
縄
封
否
定
的
和
解
に
於
て
露
呈
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
倫
宗
教
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

畢
で
も
「
自
宙
と
は
擁
霞
で
あ
る
事
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
叉
自
由
が
和
解
の
形
式
に
発
て
現
は
れ
、
「
和
解
が
自
由
で
あ
る
」
事
が
語
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

歴
史
哲
學
で
も
自
由
は
切
。
無
漏
基
9
工
学
。
。
○
覧
と
し
て
規
定
さ
れ
、
「
精
神
的
自
由
の
豪
雪
」
は
「
湘
解
の
原
、
理
」
と
呼
び
換
へ
ら
れ
て
居

　
⑪

る
。
最
も
典
豫
と
す
べ
き
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
に
於
て
窟
由
に
な
る
事
切
。
ぎ
ぼ
護
が
「
自
暴
的
に
實
存
し
て
居
る
も
の
と
し
て
は
自

我
で
あ
り
、
其
の
統
髄
性
に
迄
展
上
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
自
由
な
精
瀞
で
あ
り
、
感
受
性
と
し
て
は
愛
で
あ
り
、
享
受
と
し
て
は
浮
福

　
　
⑫
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
、
、

で
あ
る
」
と
云
は
れ
て
居
る
の
も
命
玉
の
事
で
あ
，
る
。
部
ち
我
々
の
言
葉
で
云
へ
ば
へ
ー
グ
ル
の
自
流
は
「
解
毒
」
で
あ
り
「
霞
在
」
で
あ

る
。
而
も
こ
の
虫
歯
は
他
の
自
由
の
諸
形
態
と
離
れ
て
直
接
的
に
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
我
々
は
次
に
之
を
論
じ
よ
う
。

　
㊦
困
ρ
9
δ
ぴ
9
・
ρ
ρ
ω
・
ミ
。
㊥
吻
轟
。
。
い
　
◎
吻
ω
G
。
沁
N
議
p
欝
㊥
ρ
舞
電
飾
。
一
μ
自
益
短
篇
8
。
冨
【
。
＾
ざ
・
・
男
。
9
窮
吻
い
　
⑤
9
窪
＾
げ
吻
羨

　
　
　
◎
　
9
。
只
げ
M
N
話
鎮
N
　
㊥
竃
刷
一
H
畠
。
喜
【
。
ロ
。
門
》
①
｝
喧
9
μ
（
臼
。
。
ぎ
費
）
H
・
ω
．
温
・
　
㊥
◎
o
び
g
号
H
H
●
ψ
8
。
。
　
⑧
型
邑
。
。
。
o
覧
μ
同
。
畠
2

　
　
　
Q
o
8
露
。
ぼ
o
o
Q
．
奪
　
㊥
o
び
○
一
乙
臣
ω
．
轟
ω
い
　
◎
吻
羨
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
概
念
と
嶽
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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、
哲
學
研
究
　
第
二
百
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
以
上
に
よ
っ
て
我
々
は
へ
ー
グ
ル
の
「
自
由
」
が
絶
望
否
定
的
な
和
解
で
あ
る
事
・
を
見
た
。
然
ら
ば
か
、
る
自
由
は
精
神
の
如
何
な
る
段

階
に
於
て
把
握
さ
れ
、
如
何
な
る
仕
方
で
到
達
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
こ
の
事
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
同
時
に
へ
ー

グ
ル
の
世
界
観
的
乃
至
入
生
観
的
見
地
へ
も
親
し
さ
を
感
じ
得
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
併
し
一
般
に
「
精
憩
は
「
我
々
に
饗
し
て
は
」
自
然
を
前
提
と
し
て
居
る
L
。
…
從
っ
て
我
々
は
暫
く
こ
の
前
提
に
立
錦
っ
て
論
じ
よ
う
。
糖

神
と
肖
然
と
を
雇
謝
す
る
本
質
的
規
定
は
精
紳
が
そ
の
「
鋤
自
在
」
（
自
壁
的
猫
立
話
存
在
）
哨
貯
ω
8
募
。
ぎ
に
到
達
し
た
イ
デ
ー
で
あ
る
の

　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
令
し
、
自
然
は
進
運
の
形
式
に
於
け
る
イ
デ
ー
で
あ
る
と
云
ふ
総
に
あ
る
。
從
っ
て
自
由
が
亡
羊
の
規
定
で
あ
る
の
に
全
し
、
外
面
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
自
然
の
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
自
然
は
そ
の
現
存
在
に
於
て
何
等
自
由
を
示
す
事
な
く
し
て
、
却
っ
て
必
然
性
と
偶
然
性
と
を
示
す
」
。

從
っ
て
叉
自
然
は
「
諸
段
階
の
聡
系
」
と
し
て
観
察
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
「
生
命
あ
る
個
髄
」
の
場
合
を
除
け
ば
「
護
展
」
と
し
て
見
ら
る
べ
き

　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
は
な
い
。
併
乍
ら
、
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
に
於
て
は
「
自
然
は
本
質
的
に
唯
通
遙
．
黙
、
否
定
的
契
機
と
し
て
規
定
さ
れ
て
居
る
。
」
へ

～
ゲ
ル
が
自
然
哲
學
の
講
義
に
於
て
自
然
如
上
に
員
は
し
め
た
使
命
は
次
の
通
り
で
あ
．
つ
元
。
「
こ
の
講
義
の
目
的
は
プ
ロ
テ
ウ
ス
を
克
服

す
る
爲
に
自
然
の
像
を
輿
へ
る
事
で
あ
る
。
郎
ち
こ
の
外
面
性
に
総
て
我
々
自
身
の
反
映
の
み
を
青
嵐
し
、
自
然
に
於
て
精
紳
の
自
歯
な

反
映
を
見
る
事
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
遊
字
の
観
察
に
於
て
で
は
な
く
、
却
っ
て
精
紳
の
こ
の
直
接
的
定
有
に
於
て
騨
を
認
識
す
る
事

　
　
⑨

で
あ
る
。
」
こ
の
意
味
で
我
々
は
自
然
が
精
神
の
自
署
の
生
れ
出
つ
る
前
提
た
り
得
る
事
を
、
其
の
構
造
に
慌
て
見
る
事
が
繊
來
る
で
あ
ら

、
フ
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
時
間
と
盛
閣
の
「
直
接
的
嗣
｝
的
定
存
的
統
一
」
で
あ
り
、
云
は
ば
三
冠
の
墓
禮
で
あ
．
る
物
質
の
實
照
性
を
形
成
す
る
も
の
は
「
重
さ
」
で

　
⑪

あ
る
。
漁
撫
が
意
志
．
一
般
に
精
聯
の
根
本
規
定
で
あ
る
の
に
心
し
て
、
「
璽
さ
」
が
物
罷
（
閑
O
ぢ
2
こ
・
で
は
窯
蓼
窪
。
と
同
義
）
の



6［7

根
本
規
定
を
な
撃
趨
が
重
い
と
云
は
れ
”
Q
圭
こ
の
難
語
病
然
的
で
あ
る
麺
ぎ
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
か
↓
b
知
れ
な
い
・

併
し
さ
う
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
物
質
鍔
馨
曾
①
に
し
て
重
く
な
い
も
の
は
な
く
、
物
質
は
重
さ
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。
重
さ
は
物
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
構
成
し
、
且
つ
物
艦
で
あ
る
。
」
而
し
て
こ
の
「
璽
さ
は
翠
な
る
牽
引
と
は
本
質
的
に
嘔
溺
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
後
者
は
一
般
に
相
互
外

在
の
止
揚
に
過
ぎ
す
、
輩
純
な
蓮
績
麻
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
．
る
が
、
前
者
は
之
に
反
し
前
廊
外
在
的
な
、
同
じ
，
＼
蓮
績
的
な
特
殊
性
の
自

己
自
身
へ
の
否
定
的
蘭
係
と
し
て
の
続
一
性
、
個
条
性
、
一
つ
の
（
尤
も
ま
だ
全
く
袖
象
的
で
は
あ
る
が
）
傍
観
性
へ
の
鱗
還
％
⑦
身
窪
○
⇔

　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

で
あ
る
。
」
か
く
の
如
く
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
物
質
が
中
心
霞
g
9
§
窪
の
澗
園
に
牽
引
さ
れ
る
事
の
中
に
室
概
性
・
個
別
牲
の
端
初
を
認

め
て
居
る
が
、
差
等
は
後
に
萌
ら
か
に
な
る
通
り
、
自
由
の
本
質
的
規
定
で
あ
る
の
で
あ
る
。
落
下
が
急
難
の
概
念
に
よ
っ
て
帯
定
さ
れ
て

　
　
　
　
・
趣
・
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

居
る
故
に
「
翻
劉
的
に
自
由
」
な
蓮
動
と
さ
れ
て
房
る
の
も
、
「
即
自
的
な
概
念
の
自
由
性
に
於
け
る
物
質
」
郎
ち
天
罷
の
蓮
動
が
、
「
自
由
な

　
　
　
　
　
　
　
⑯

蓮
動
」
と
云
は
れ
る
の
も
同
じ
聯
關
に
於
て
で
あ
る
。

　
中
間
の
殺
階
に
は
鰯
れ
す
、
我
々
は
自
然
の
最
も
原
本
的
な
形
態
か
略
、
直
ち
に
自
然
の
最
高
の
段
階
に
進
み
、
動
物
的
有
機
艦
に
就
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
語
ら
う
。
ヘ
ー
グ
ル
に
よ
れ
ば
動
物
的
有
機
罷
は
そ
の
三
契
機
が
推
論
の
形
を
な
す
「
概
念
の
生
け
る
一
般
性
」
と
し
て
存
在
す
る
。
我

々
は
こ
の
三
契
機
に
於
て
自
由
を
認
め
る
で
あ
ら
う
。
先
づ
「
そ
の
過
程
に
於
て
翠
に
自
己
蛇
身
に
の
み
係
は
り
、
藩
論
自
身
の
中
で
自

己
と
毒
魚
す
る
個
羅
的
理
念
即
ち
形
態
」
の
契
機
が
あ
る
が
、
「
自
己
霞
身
に
の
み
係
る
」
事
が
自
由
の
抽
象
的
規
定
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

も
な
い
。
（
之
は
動
物
に
於
て
は
「
形
態
の
外
面
性
が
分
肢
と
し
て
概
念
化
さ
れ
て
艦
る
」
事
聖
指
す
）
第
二
に
そ
の
外
界
に
封
ず
る
態
度

　
ヘ
　
　
へ

は
岡
化
で
あ
り
、
「
自
己
の
他
考
、
郎
ち
非
有
機
的
自
然
に
係
は
り
、
愈
々
観
念
的
に
自
己
の
中
に
措
定
す
る
理
念
」
で
あ
る
。
第
三
の
イ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
は
種
族
過
程
で
あ
る
が
、
「
そ
れ
自
身
生
命
あ
る
個
醒
で
あ
る
他
者
に
於
て
自
己
自
身
に
係
は
り
つ
つ
あ
る
理
念
で
あ
る
。
（
論
理
的
に

　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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折
q
墨
・
研
究
　
第
｝
二
百
晶
ハ
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
こ
の
三
契
機
は
そ
れ
ぞ
れ
概
念
・
判
断
・
推
論
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
詳
細
は
鷹
野
「
推
理
と
盟
系
」
に
譲
る
。
叉
自
然
か
ら
精

神
へ
の
移
行
に
就
い
て
も
岡
様
で
あ
る
。
）
．

　
以
上
の
抽
象
的
な
表
現
に
、
爾
後
の
獲
展
の
地
盤
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
た
だ
「
他
有
に
於
て
罪
源
で
あ
．
る
」
と
云
ふ
自
由

の
構
造
が
、
同
化
に
於
て
又
種
族
の
過
程
に
於
て
既
に
實
現
さ
れ
て
居
る
事
を
注
意
し
て
置
け
ば
よ
い
。

　
㊦
吻
ω
も
㊥
吻
ω
。
。
肖
◎
吻
Q
ミ
㊦
吻
ω
。
。
沁
◎
吻
ぬ
・
苅
　
⑤
吻
ぷ
。
。
　
㊥
吻
鱒
も
㊥
飼
い
謡
◎
吻
鴇
ひ
N
戸
勇
欝
③
吻
笛
曾
◎
吻
9
い

　
　
　
⑯
曳
艶
・
傘
　
箔
o
o
｝
μ
ヨ
三
脚
N
塁
慧
N
⑤
吻
さ
。
曾
＠
吻
い
ひ
N
⑧
吻
戯
ω
⑧
伽
い
い
い
◎
伽
膿
。
（
＠
吻
葭
ひ
1
凶
器
！
≦
湊
。
器
鮎
一
m
5
〔
｛
醇

　
　
　
い
o
o
Q
節
（
び
舘
砂
9
H
）
H
H
O
α
．
食
匂
ゆ
一
鳶
〇

　
　
　
　
　
　
　
三

　
前
節
に
於
て
我
々
は
畠
由
が
自
然
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
事
を
蓮
べ
九
。
併
し
こ
の
自
由
は
勿
論
意
識
さ
れ
た
自
慮
で
は
な
い
。
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
勤
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
①

の
意
識
は
蒼
蒼
現
象
學
に
於
て
、
「
意
識
が
自
分
自
身
を
知
る
に
到
っ
た
」
自
己
意
識
の
段
階
に
始
ま
る
。
而
し
て
自
己
意
識
の
概
念
を
構

成
す
る
一
二
契
機
は
全
く
か
の
霞
然
芦
品
に
謂
い
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
に
於
け
る
時
間
的
關
係
は
逆
で
あ
り
、
論
理

的
に
は
共
に
イ
デ
ー
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
今
我
々
の
と
っ
て
居
る
道
邸
ち
自
然
を
前
提
し
、
自
然
を
論
理
的
な
も
の
と
繋
含
す
る
野
稗
の

　
　
　
、
、
②

立
揚
の
推
理
に
於
て
は
か
く
云
ふ
事
が
患
詣
る
）
一
般
的
に
云
っ
て
、
生
命
が
三
石
項
の
無
限
な
統
一
で
あ
る
に
過
ぎ
す
、
同
賭
に
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

続
｛
を
意
識
し
て
濁
る
の
で
な
い
の
に
封
し
、
自
己
意
識
は
こ
の
統
一
の
自
豊
で
あ
る
。
第
一
の
契
機
は
「
輩
純
な
自
我
」
、
「
そ
れ
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
て
は
隈
別
が
存
在
し
な
い
豊
麗
な
一
殺
者
」
で
あ
る
が
、
之
は
彩
態
化
と
過
程
（
生
…
命
の
過
程
邸
ち
形
態
の
蓮
動
）
と
云
ふ
爾
契
機
の
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
と
し
て
の
「
復
飾
し
弛
統
こ
の
意
識
で
あ
る
。
遣
し
て
第
二
の
契
機
で
あ
る
慾
望
は
こ
の
「
自
己
意
識
に
と
っ
て
猫
立
的
な
生
命
と
し
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⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。

て
現
は
れ
る
他
者
を
慶
棄
す
る
事
に
於
て
、
他
者
が
自
己
自
身
で
あ
る
と
の
確
信
を
有
し
て
居
る
。
L
我
々
は
こ
の
欲
望
は
同
化
の
意
識
で

あ
り
、
自
己
意
識
從
っ
て
自
由
の
意
識
は
こ
転
に
始
ま
る
と
云
ふ
事
が
農
工
る
。
併
乍
ら
直
ち
に
「
こ
の
満
足
に
於
て
、
自
己
意
識
は
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
封
象
の
自
立
性
を
纒
諭
す
る
。
」
此
の
鋤
象
は
再
生
産
さ
れ
コ
般
的
な
絶
減
す
べ
か
ら
ざ
る
基
艦
・
流
動
的
な
自
己
同
一
の
鼠
講
し
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
で
あ
る
。
而
も
こ
の
自
己
意
識
の
存
在
は
只
管
「
封
象
の
慶
棄
に
基
い
て
屡
る
。
し
從
っ
て
眞
實
に
は
自
己
意
識
は
「
こ
の
対
象
が
自
己
自

身
に
於
て
否
定
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
否
定
に
於
て
自
立
的
で
も
あ
る
、
師
ち
断
象
も
亦
意
識
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ

　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
。
「
自
己
意
識
は
そ
の
満
足
を
他
の
自
己
意
識
に
於
て
の
み
達
成
す
る
の
で
あ
る
。
」
而
し
て
面
罵
は
「
種
属
と
し
て
の
種
属
又
は
自
己

　
　
　
　
　
　
　
⑦

意
識
と
し
て
の
種
騰
」
で
あ
る
。
從
っ
て
我
々
は
こ
の
契
機
を
種
簡
過
程
と
呼
ば
れ
た
も
の
の
霞
礎
態
と
云
ふ
事
が
拙
來
ろ
。
以
上
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

契
機
の
展
開
を
終
る
事
に
よ
っ
て
「
既
に
精
選
の
概
念
が
『
我
々
に
恥
し
て
』
現
存
し
て
居
る
。
」
か
く
て
「
意
識
は
精
神
の
概
念
と
し
て
の
自

己
意
識
に
於
て
始
め
て
そ
の
轄
図
鮎
を
見
出
し
、
感
愛
的
此
岸
の
色
皆
々
の
曙
光
と
超
感
豊
艶
彼
岸
の
室
う
な
夜
陰
と
を
去
っ
て
、
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
．

の
精
紳
的
白
髪
に
踏
み
入
る
の
で
あ
る
。
」
怪
怪
の
概
念
が
生
じ
て
居
る
以
上
、
我
々
は
當
然
自
由
の
意
識
を
得
て
廣
る
と
云
っ
て
よ
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
、
　
　
、
、

あ
ら
う
。
種
族
過
程
の
意
識
と
し
て
殊
に
他
の
馬
丁
意
識
の
承
認
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
由
な
も
の
と
し
て
認
め
た
愛
と
か
友
情
と
か

が
成
立
し
得
る
事
は
明
白
で
あ
ら
う
か
ら
。
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
に
は
「
自
己
意
識
の
表
現
は
「
自
我
は
自
我
な
り
」
で
あ
り
、
一
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

象
的
慮
由
・
純
粋
観
念
性
で
あ
る
し
と
云
は
れ
て
居
る
。

　
　
㊦
　
吻
円
3
　
◎
吻
鴇
ひ
糠
強
　
　
㊥
幹
H
ω
い
　
㊦
ウ
リ
・
H
鴇
　
　
＠
ψ
部
○
。
一
O
　
◎
ω
◎
畠
O
　
㊥
ω
．
畠
O
　
◎
幹
其
。
　
◎
℃
三
一
．
9
》
①
o
剛
蕊

　
　
　
吻
N
N
岳
p
欝
　
⑧
伽
轟
い
鞘

　
か
く
て
「
自
己
意
識
は
他
の
自
己
意
識
に
嬉
し
て
存
蕨
す
る
場
合
に
の
み
師
且
鋤
自
的
に
存
在
す
ワ
’
9
。
即
ち
承
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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哲
墨
丁
研
窄
μ
　
第
二
＃
河
山
ハ
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
み
存
在
す
る
。
」
併
し
承
認
の
過
程
は
生
死
に
閣
は
り
、
生
を
賭
す
る
事
に
よ
っ
て
自
由
・
4
8
得
た
主
の
「
自
立
的
意
識
」
と
、
【
、
生
又
は
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
に
封
ず
る
存
在
を
本
質
と
す
る
L
奴
の
「
非
自
立
無
意
識
」
の
「
不
同
な
承
認
」
が
生
す
る
。
卜
し
て
主
は
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
奴
を
己
れ

に
隷
臆
せ
し
め
た
自
立
的
存
在
・
物
に
勢
力
を
加
へ
る
び
①
母
σ
9
0
詳
す
る
事
を
奴
に
委
ね
る
。
か
く
て
主
は
「
慾
望
も
達
成
し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

所
の
も
の
」
、
邸
ち
物
の
自
立
性
に
關
は
ら
す
只
非
自
立
性
に
め
み
關
は
り
、
び
た
す
ら
物
〃
享
付
す
る
と
云
ふ
事
が
串
來
る
の
で
あ
、
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

併
し
主
に
と
っ
て
は
「
主
我
の
純
な
る
抽
象
の
み
が
本
質
で
あ
る
。
！
一
從
っ
て
こ
の
常
理
意
識
は
自
己
の
躍
純
性
の
中
に
於
て
眞
に
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ら
を
遜
別
せ
る
自
我
、
叉
は
こ
の
縄
封
の
薩
別
に
継
て
自
同
性
を
保
て
る
自
我
と
は
な
ら
な
い
。
」
翻
ち
眞
に
演
直
な
自
我
で
は
な
い
の
で

あ
．
る
。
縄
封
的
畏
怖
に
た
へ
「
自
分
自
身
の
カ
に
よ
っ
て
再
び
自
己
を
見
鵬
す
事
に
よ
っ
て
他
言
の
心
の
み
。
か
支
配
す
る
と
見
え
た
勢
働

そ
の
も
の
に
於
て
自
己
自
身
の
心
・
我
意
魯
の
Φ
暫
①
。
Q
一
言
↓
閃
奮
叢
雲
を
得
て
居
る
奴
の
自
今
も
「
未
だ
奴
隷
の
境
涯
々
命
せ
ざ
る
自

⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

由
」
と
し
て
充
分
自
畳
さ
れ
普
遍
化
さ
れ
て
居
な
い
。
併
乍
ら
か
の
奴
の
我
欲
G
Q
①
彦
窪
蓉
霧
の
克
服
は
、
眞
の
入
間
的
自
由
の
端
始
を

　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
⑩

形
造
り
L
「
主
に
封
ず
る
畏
怖
は
智
慧
の
始
で
あ
る
。
」
「
奴
隷
制
度
と
專
制
政
治
は
そ
れ
故
に
諸
民
族
の
歴
史
に
於
て
必
然
的
な
段
階
で

　
⑨

あ
る
」
と
云
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
へ
次
節
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
・
に
「
虫
と
奴
の
關
係
に
質
し
て
否
定
の
態
度
」
を
と
り
「
玉
座
の
上
に
於
て
も
、
樫
桔
の
中
に
於
て
も
、
師
ち
自
分
の
個
入
的
生
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
凡
そ
如
何
な
る
隷
属
に
於
て
も
自
歯
で
あ
る
」
事
を
、
「
思
想
の
箪
純
な
實
在
性
」
或
は
「
思
想
の
純
な
る
普
遜
性
」
に
退
く
事
に
よ
っ
て

生
せ
ん
と
す
る
ス
ト
ア
主
義
が
現
は
れ
る
。
併
し
こ
の
霞
由
に
と
っ
て
は
ま
だ
思
惟
一
般
が
、
師
ち
物
の
自
立
性
か
ら
自
己
の
中
に
復
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
た
と
云
ふ
形
式
そ
の
も
の
が
實
在
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
」
そ
れ
故
こ
の
意
識
の
自
由
は
「
抽
象
的
な
自
由
」
で
あ
り
、
「
他
有
の
不
完
全
な

　
　
　
　
　
　
　
⑫

否
定
に
過
ぎ
な
い
。
」
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⑫

　
斯
様
に
ス
ト
ア
主
義
で
は
思
惟
の
無
限
性
か
ら
｝
、
自
立
的
定
有
又
は
持
在
せ
る
限
定
」
が
「
腕
落
し
し
て
居
た
。
「
懐
疑
主
義
で
は
こ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

者
が
全
然
非
本
質
的
で
あ
り
非
自
立
的
で
あ
る
事
を
意
識
が
認
め
る
様
に
な
る
」
錦
ち
「
懐
疑
主
義
は
感
壁
的
確
信
と
知
愚
輩
悟
性
の
段

階
の
辣
謹
法
的
蓮
動
を
、
叉
主
と
奴
の
開
係
に
於
て
及
び
抽
象
的
な
思
惟
そ
の
も
の
に
謝
し
て
隈
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
墨
縄
す
る
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
の
の
非
實
在
的
な
事
を
、
指
嫡
す
る
」
事
に
よ
り
「
自
己
に
鋤
し
て
同
定
せ
ん
と
欲
す
る
一
切
の
も
の
が
愛
化
す
る
と
云
ふ
事
實
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
自
己
自
身
の
自
室
を
、
自
己
自
身
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
と
し
て
経
験
す
る
」
の
で
あ
る
。
之
「
懐
疑
主
義
は
ス
ト
ア
主
義
が
軍

に
概
念
と
し
て
も
つ
墨
ぎ
な
い
所
磐
の
の
實
現
で
あ
軌
思
想
の
畠
の
何
で
あ
る
か
“
窺
實
に
叢
す
る
も
の
で
あ
齢
と
云
は

れ
る
所
以
で
あ
る
。
亭
亭
ら
こ
の
意
識
は
「
感
畳
及
び
思
惟
に
よ
る
諸
表
象
の
偶
然
的
な
混
合
物
」
に
す
ぎ
す
、
而
も
自
分
が
全
然
偶
然
的

個
別
的
な
意
識
で
あ
．
ろ
事
を
自
ら
霞
豊
し
て
も
居
る
。
而
も
他
方
こ
の
意
識
は
一
切
の
個
別
姓
と
｛
切
の
隈
鯛
を
否
定
す
る
働
き
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
般
的
自
同
的
な
意
識
で
あ
る
。
か
く
て
懐
疑
主
義
は
こ
の
二
つ
の
極
の
間
を
往
復
去
擁
す
る
。
脚
ち
「
こ
の
意
識
は
一
方
で
は
自
分
の

自
由
が
定
有
の
一
切
の
漁
師
と
…
切
の
偶
然
と
を
超
越
す
る
事
を
認
め
る
と
洞
じ
襟
に
、
こ
の
意
識
は
他
方
で
は
自
分
が
再
び
非
本
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

な
も
の
に
堕
落
し
、
こ
の
中
を
彷
縫
す
る
事
を
告
白
す
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
の
自
己
矛
盾
が
自
家
さ
れ
、
而
も
「
未
だ
自
己
が
こ
の
白
方
の
自
己
意
識
の
統
一
で
あ
る
事
は
自
署
し
て
居
な
い
」
の
が
不
幸
な
意
識

で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
の
意
識
は
斯
か
る
矛
盾
の
意
識
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
識
自
身
が
可
憂
的
意
識
と
云
ふ
側
に
立
っ
て
自
分
々
非
本

　
　
　
　
　
　
　
⑰

質
的
な
も
の
と
見
る
。
」
本
質
的
な
も
の
は
彼
岸
の
費
在
に
蹄
せ
ら
れ
る
課
で
あ
る
。
而
し
て
「
非
本
質
的
な
意
識
が
こ
の
〔
本
質
的
意
識
と

の
〕
合
一
を
蓬
成
せ
ん
と
す
る
過
程
は
、
こ
の
意
識
が
形
態
化
さ
れ
た
自
分
の
彼
岸
に
鋤
し
て
も
つ
で
あ
ら
う
關
係
が
三
重
で
あ
る
に
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
、
、
、
⑲
、
、
、
、
、

つ
て
そ
れ
自
身
三
重
で
あ
る
。
」
第
一
に
非
本
質
的
意
識
は
「
個
人
を
裁
く
疎
遠
な
實
在
」
に
悲
し
「
純
な
る
意
識
」
と
し
て
合
一
せ
ん
と
す

　
　
　
　
　
概
念
と
自
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
凹
学
研
究
　

筑
ザ
ニ
百
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
○

る
。
こ
の
場
合
は
併
し
「
こ
の
桑
子
は
翻
へ
た
そ
の
瞬
間
に
遁
れ
去
り
、
乃
至
は
既
に
負
れ
去
っ
て
重
る
所
の
到
達
す
る
こ
と
の
出
來
ぬ
彼

　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

岸
で
あ
る
。
」
次
に
か
く
て
自
己
に
復
鼓
し
た
意
識
が
意
識
自
身
と
同
じ
様
な
個
入
の
形
態
を
得
た
（
即
ち
受
肉
し
た
）
不
憂
な
も
の
に
封
し

「
欲
望
と
挙
動
」
の
態
度
を
と
る
。
意
識
は
そ
こ
に
自
分
の
自
立
性
を
感
ず
る
に
い
た
る
。
併
し
そ
の
結
果
は
「
不
憂
な
も
の
と
自
立
的
個

　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

入
墨
へ
の
繰
返
さ
れ
た
分
裂
」
に
外
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
か
く
「
意
欲
し
實
行
ず
る
事
に
よ
っ
て
自
分
の
自
立
的
で
あ
る
事
を
眞
に
見
属

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

け
た
態
度
」
と
し
て
自
己
に
復
酷
し
た
「
眞
實
な
み
現
實
と
し
℃
の
自
己
」
が
、
こ
の
重
着
を
虚
無
な
も
の
と
し
て
、
一
般
．
的
實
在
・
精
鰻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
關
係
づ
け
る
第
三
の
仕
方
が
生
す
る
が
、
之
は
「
不
穏
な
る
も
の
に
付
い
て
の
思
想
を
媒
介
と
す
る
。
「
從
っ
て
こ
の
媒
介
に
よ
る
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

係
と
は
、
最
初
は
自
虐
に
射
し
て
固
定
せ
る
個
入
が
こ
の
他
の
極
と
第
三
の
項
に
よ
っ
て
の
み
聯
志
せ
ら
れ
て
居
ろ
所
の
推
理
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

「
意
識
は
自
分
だ
け
で
有
る
極
と
し
て
の
自
己
か
ら
、
其
意
志
の
本
質
を
斥
け
て
、
決
意
の
自
己
性
と
自
由
と
を
媒
語
又
は
奉
仕
者
に
館

し
」
、
驚
動
の
結
實
た
る
財
産
と
享
樂
を
放
棄
し
、
最
後
に
理
解
さ
れ
て
居
な
い
業
を
工
む
と
云
ふ
契
…
機
に
よ
っ
て
、
　
「
意
識
は
内
的
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

外
的
自
由
の
意
識
を
、
部
ち
自
分
の
自
立
存
在
団
貯
ω
画
。
募
。
ヲ
と
し
て
の
為
書
の
意
識
を
、
眞
に
且
完
全
に
脱
却
す
る
。
」

か
く
し
て
↑
グ
ル
鐘
の
七
賢
そ
れ
に
と
っ
て
は
只
其
の
皇
性
と
畠
の
み
が
目
的
で
あ
っ
㌍
己
意
識
に
矩
冷
し
お
で

あ
る
。撲　e

窪⑧鐙
識ψ。，nH

譲騒㊥
形㊥ぎψ
魯噌蓑
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で
な
い
し
と
云
．
識
観
念
論
の
確
信
に
達
し
て
居
ろ
。
〔
第
四
節
点
照
〕
是
迄
の
自
己
の
自
宗
と
自
立
性
の
爲
に
他
有
・
世
界
・
現
實
を
犠
牲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
し
た
否
定
的
態
度
は
急
憂
し
て
肯
定
的
態
度
と
な
り
、
「
世
界
に
処
し
て
安
ら
ひ
を
感
じ
、
且
つ
之
を
雀
へ
る
事
が
出
軍
る
。
」
こ
・
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

自
由
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
幸
福
即
ち
「
自
己
の
現
實
と
封
象
的
な
本
質
と
の
統
｝
」
が
求
め
ら
れ
る
。
（
へ
…
ゲ
ル
は
観
察
駒
理
性
が
範
疇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

エ
レ
メ
ン
ト
に
於
て
意
識
の
蓮
動
を
繰
返
し
た
様
に
、
活
動
的
理
性
は
自
己
意
識
の
二
重
化
さ
れ
た
蓮
動
を
再
び
経
過
す
る
事
を
述
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

且
つ
活
動
的
理
性
で
は
幸
幅
Ω
睡
夢
が
一
面
得
ら
れ
て
居
る
と
共
に
他
爾
求
め
ら
れ
る
事
を
蓮
べ
て
居
る
が
、
實
践
的
見
地
に
約
し
て

論
ず
る
今
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
理
性
一
般
に
就
い
て
も
云
へ
よ
う
。
乃
ち
）
観
察
的
理
性
は
「
二
見
の
満
足
」
じ
d
。
密
。
臼
σ
身
q
護
鳥
。
ω

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

団
首
傷
①
塁
を
求
め
て
結
局
不
可
能
な
る
事
を
知
り
、
「
自
己
の
抽
象
的
な
自
立
存
在
」
を
求
め
る
快
樂
の
個
人
主
義
は
必
然
性
の
前
に
は
無

力
で
あ
っ
た
。
必
然
．
性
を
自
己
に
と
り
入
れ
普
遍
的
な
も
の
た
ら
ん
と
す
る
「
心
の
法
麟
」
の
里
美
も
「
現
實
の
世
界
に
勤
す
る
個
性
の
謀

叛
」
と
し
て
「
自
負
の
狂
心
」
に
隔
る
。
韮
観
的
な
意
識
の
偲
牲
を
犠
牲
に
せ
ん
と
す
る
「
徳
」
も
實
際
の
所
、
納
音
的
な
非
現
實
を
目
的
と

す
る
故
に
「
轍
の
中
」
≦
。
夢
亀
に
打
負
さ
れ
る
。
こ
の
三
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
「
欲
望
叉
は
主
の
意
識
」
「
ス
ト
ア
主
義
」
「
不
幸
な
意
識
」
の
二

重
化
さ
れ
九
も
の
と
云
ふ
事
が
鵬
來
よ
う
。
（
尤
も
観
察
的
理
性
も
活
動
的
理
性
も
「
意
識
の
否
定
的
態
度
」
と
し
て
、
懐
疑
主
義
的
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
も
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
併
し
懐
疑
主
義
と
封
立
す
る
而
も
あ
る
の
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
「
世
の
中
が
外
見
程
悪
い
も
の
で
な
い
」
事
を
洞
察
し
た
個
性
は
「
師
且
謝
自
註
に
實
有
的
な
個
人
」
で
あ
る
。
こ
の
洞
察
に
於
て
和
解
と

自
由
が
達
せ
ら
れ
て
居
る
と
も
云
へ
よ
う
。
　
「
徳
の
爲
す
経
験
は
、
そ
の
目
的
は
麟
に
完
成
さ
れ
、
幸
瀟
は
直
接
的
に
行
爾
の
唯
に
見
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
れ
、
行
爲
満
、
の
も
の
が
善
で
あ
る
と
云
ふ
事
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
」
併
し
こ
の
幸
編
は
爾
そ
の
立
揚
の
紬
象
性
の
故
に
「
疏
隔
」
に
隔

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
藪
に
於
て
燗
性
は
自
己
の
世
界
に
閉
籠
る
態
度
を
捨
て
、
「
絶
命
的
事
態
」
獣
ち
共
同
的
な
「
入
倫
的
鹿
討
」
の
中
に

　
　
　
　
　
概
念
と
自
掬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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哲
餓
学
研
寵
〔
　
第
㎝
二
百
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

融
解
す
る
。
「
個
骨
性
と
写
象
性
の
前
群
的
に
な
っ
た
浸
透
と
し
て
の
事
態
そ
の
も
の
に
於
て
は
、
そ
れ
故
に
自
e
意
識
に
は
そ
れ
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
就
い
て
の
眞
の
概
念
が
生
じ
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
自
己
意
識
は
自
己
の
特
写
の
意
識
に
達
す
る
。
」
か
く
て
意
識
は
始
め
て
「
精
紳
的

本
質
」
O
霧
篶
禦
お
。
考
Φ
ω
9
μ
の
意
識
と
な
る
が
、
　
こ
の
最
初
は
ま
だ
形
式
的
な
知
は
、
立
法
的
及
び
瞼
法
的
理
姓
の
㌦
陰
階
に
於
て

「
塞
盧
⇒
喜
葺
」
な
も
の
で
あ
る
事
が
示
さ
れ
る
。

　
「
凡
て
の
實
在
で
あ
る
」
と
の
理
性
の
確
信
は
、
「
脚
且
鋤
自
差
、
に
あ
る
本
質
」
で
あ
り
、
｝
、
し
か
も
同
時
に
意
識
と
し
て
存
在
し
、
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
自
己
自
身
に
表
象
す
る
し
も
の
で
あ
る
「
精
紳
」
に
於
て
始
め
て
眞
理
と
な
る
。
こ
の
精
留
の
諸
形
態
は
そ
の
諸
藩
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
「
箪

　
　
　
　
　
　
　
⑱

純
な
自
麗
的
な
自
己
」
に
逡
繍
す
る
。

　
精
紳
の
直
接
的
眞
實
態
と
し
て
の
民
族
の
美
し
い
入
倫
的
生
活
、
「
入
倫
的
世
雰
」
1
そ
こ
で
は
自
我
は
民
族
の
精
紳
の
中
に
浸
し
て

　
⑭

・
居
る
一
か
ら
、
そ
の
人
間
的
（
近
家
的
）
並
び
に
紳
的
（
家
族
的
）
の
二
法
則
へ
の
分
裂
・
從
っ
て
そ
の
意
識
の
罪
の
不
可
避
と
蓮
命
の
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

劇
に
よ
り
、
温
む
が
放
に
己
れ
の
過
ち
を
認
め
て
心
情
に
復
憎
し
た
精
瀞
は
普
遍
的
な
從
っ
て
紬
象
的
な
法
を
承
認
し
て
、
そ
こ
に
「
精

紳
の
な
い
三
態
」
鳥
ξ
集
書
σ
塗
隻
黒
め
ワ
艶
制
L
罫
ぎ
蒙
に
浸
落
す
る
・
之
義
々
が
さ
き
に
ス
ト
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

主
義
に
於
て
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
れ
が
輩
に
意
識
の
形
態
と
し
て
で
な
く
、
「
盤
界
の
形
態
」
「
現
實
の
世
界
」
と
し
て
見
ら
れ
て

居
る
事
は
断
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
同
じ
く
「
自
己
疎
外
し
た
二
百
」
、
「
彼
岸
と
此
岸
に
分
裂
さ
れ
た
世
界
ト
も
、
「
葭
己
」
に
還
験
す
る
。
之
。
立
、
純
粋
な
洞
察
し
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
「
疎
遠
な
彼
岸
に
横
は
る
本
質
の
國
と
し
て
の
信
仰
」
に
齢
し
て
な
す
職
が
啓
蒙
で
あ
り
、
啓
蒙
が
自
ら
の
行
爲
の
結
果
身
纒
験
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
「
絶
封
的
自
由
で
あ
り
、
恐
怖
で
あ
っ
た
。
而
し
て
こ
の
「
純
粋
な
洞
見
」
が
懐
疑
主
義
と
同
じ
く
「
意
識
の
否
定
的
態
度
」
で
あ
る
事
は
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⑳

へ
！
ゲ
ル
の
自
ら
注
意
し
九
所
で
あ
る
。

　
道
徳
的
世
界
槻
で
は
道
徳
的
精
紳
に
封
し
自
然
が
封
立
し
て
居
る
。
從
っ
て
「
精
憩
は
幸
薦
で
あ
．
る
か
も
し
れ
な
い
し
叉
さ
う
で
な
い
か

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
し
れ
な
い
つ
」
併
し
精
霊
は
「
幸
編
を
断
念
す
る
事
は
禺
來
な
い
。
」
從
っ
て
「
道
徳
性
と
幸
輻
と
の
調
和
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
諸
義
務
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

多
土
性
に
於
て
瀞
聖
に
す
る
世
界
の
君
主
及
び
支
配
者
」
と
し
て
の
他
の
神
的
意
識
を
、
「
現
實
の
彼
岸
に
し
「
維
学
的
本
質
」
と
し
て
要

講
ず
る
。
ロ
イ
ス
が
こ
の
世
界
擬
を
「
自
己
の
完
成
を
彼
岸
の
世
界
に
求
む
る
薫
辛
な
意
識
の
一
の
高
次
な
る
秘
図
的
形
式
に
過
ぎ
な
い
」

　
　
　
　
　
⑳

と
云
っ
て
居
る
の
は
誤
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
併
し
「
こ
の
現
實
的
意
識
の
彼
岸
に
あ
る
べ
き
も
の
も
締
、
粋
思
惟
、
從
っ
て
實
際
に
は
自
我
以
外
の
も
の
で
は
な
い
」
と
の
洞
見
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
純
な
る
目
的
」
と
「
自
然
或
は
慈
牲
」
の
分
離
か
ら
自
己
に
綿
還
し
、
「
第
三
の
自
我
」
［
、
具
罷
的
な
道
徳
的
精
聯
L
郎
ち
良
心
と
な
る
。
之

は
「
師
且
二
野
的
な
個
人
」
の
高
次
の
形
態
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
良
心
・
美
し
き
魂
の
中
に
生
じ
た
分
裂
が
、
互
に
他
者
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
窃
己
を
認
め
み
時
、
精
瀞
は
自
ら
精
神
た
る
事
を
慮
萱
し
た
精
紳
郎
ち
「
絶
勤
的
精
紳
」
と
な
る
。

　
精
聯
の
自
己
意
識
、
「
徳
器
的
本
質
の
意
識
と
し
て
の
宗
教
」
に
於
て
は
、
先
づ
自
然
宗
教
が
意
識
の
形
で
白
己
を
見
る
に
黙
し
、
藝
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

宗
敏
は
自
己
意
識
、
自
我
の
形
に
高
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
知
る
。
而
し
て
藝
構
宗
教
は
最
後
に
は
「
神
は
死
せ
り
」
と
云
ふ
冷
酷
な
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
自
己
を
言
表
は
す
不
幸
な
意
識
と
な
る
、

　
併
乍
ら
懸
章
の
自
己
意
識
の
諸
形
態
殊
に
不
幸
な
意
識
は
、
…
方
眞
の
精
神
の
自
由
が
到
蓬
さ
れ
る
爲
の
必
然
的
な
階
梯
で
あ
る
。
「
斯

か
る
（
藝
術
宗
教
の
）
諸
形
式
や
叉
他
方
に
は
入
格
や
法
律
の
世
界
、
自
由
に
放
置
せ
ら
れ
函
四
内
容
要
素
の
荒
涼
た
る
荒
蕪
の
歌
態
、
叉
ス

ト
ア
主
義
の
考
へ
ら
れ
た
る
入
格
、
懐
疑
的
意
識
の
定
め
な
き
動
揺
、
こ
れ
等
が
自
己
意
識
と
し
て
生
成
す
る
精
紳
の
忠
生
地
の
ま
は
り

　
　
　
　
　
驚
念
と
凱
嶺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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哲
學
研
究
　
策
二
百
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
群

を
期
待
と
督
促
と
を
以
て
取
り
巻
い
て
存
在
す
る
諸
々
の
形
態
の
周
邊
を
構
成
す
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
の
中
心
は
、
総
て
の
も
の
を
貫
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

不
幸
な
る
自
己
意
識
の
苦
痛
と
憧
憬
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
精
紳
置
生
の
共
同
的
な
陣
痛
な
の
で
あ
る
。
」
從
っ
て
「
此
の
不
幸
な
自
己
意
識

の
眞
の
意
味
で
の
自
己
自
身
へ
の
復
綿
、
叉
は
自
己
と
の
問
の
和
解
は
生
的
喜
色
＆
σ
身
と
な
っ
て
顯
督
す
る
に
至
っ
た
精
赫
の
概
念
を

　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷

表
明
す
る
で
あ
ら
う
。
」
と
も
云
は
れ
て
居
る
。
而
し
て
此
の
和
解
は
キ
リ
ス
ト
敏
・
啓
示
宗
教
が
始
め
て
教
へ
得
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ち
三
位
一
穴
の
説
二
で
リ
ス
・
，
の
受
肉
と
其
の
死
に
よ
っ
て
「
碑
的
本
質
と
そ
の
定
有
が
和
解
し
た
」
と
の
表
象
に
よ
つ
て
精
憩
の
本
質
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

啓
示
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
「
か
く
て
始
め
て
尊
慮
は
自
己
自
身
を
知
る
精
碑
と
な
る
。
」
キ
リ
ス
・
，
教
が
「
絶
封
自
由
の
宗
教
」
で
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸

も
、
絶
霊
的
眞
理
の
意
識
こ
そ
絶
封
的
自
由
の
意
識
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
「
自
由
の
理
念
は
キ
リ
子
，
教
に
よ
っ
て
世
に
現
は

　
⑳

れ
た
」
の
で
あ
り
、
「
始
め
て
グ
ル
マ
ン
諸
若
鷺
が
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
の
下
に
入
間
は
人
間
と
し
て
自
海
で
あ
り
、
精
進
の
自
由
が
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

本
説
の
性
質
を
な
す
と
云
ふ
事
を
意
識
す
る
に
到
っ
た
」
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
宗
敏
三
論
の
儀
禮
の
説
に
就
い
て
も
見
ら
れ
る
。
「
儀
禮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
精
機
の
和
解
、
そ
の
分
裂
か
ら
統
一
へ
の
復
蹄
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
内
的
及
び
外
的
の
全
館
爲
を
包
括
す
る
。
」
「
儀
禮
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

精
憩
は
自
己
の
有
限
姓
か
ら
発
れ
、
脚
の
中
に
於
て
自
己
を
感
じ
自
己
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
」
各
々
の
宗
教
は
從
っ
て
儀
禮
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
、
「
主
観
性
に
自
己
内
無
限
性
の
意
識
を
與
へ
る
」
の
は
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
で
あ
る
、
「
こ
・
に
継
て
宗
教
と
儀
禮
と
は
完
全
に
自
由

　
　
　
　
　
⑳

の
領
域
に
入
る
。
」

　
併
乍
ら
宗
教
の
和
解
は
表
象
に
よ
る
蜂
腰
的
な
和
解
た
る
に
止
ま
り
、
窮
極
の
分
裂
性
及
び
不
融
和
性
が
残
存
す
る
。
「
そ
れ
（
世
界
）
は

確
か
に
離
婁
的
に
は
本
質
と
融
和
し
て
居
る
。
…
…
…
併
し
自
己
意
識
に
と
っ
て
は
こ
の
直
接
的
な
現
衣
は
未
だ
精
紳
の
姿
を
も
つ
て
居

　
⑪

な
い
。
」
而
し
て
こ
の
表
象
が
哲
學
・
勲
位
知
に
至
っ
て
概
念
的
に
把
握
せ
ら
れ
る
事
に
よ
り
封
自
的
な
聯
解
・
眞
の
自
由
が
到
達
さ
れ
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
絶
学
知
は
「
概
念
把
握
す
る
知
」
邸
ち
「
自
己
を
精
瀞
の
形
態
に
於
て
知
る
精
融
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
〔
本
論
末

　
　
節
蓼
照
〕
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¢
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一
方
「
精
聯
的
な
る
も
の
は
實
在
又
は
「
自
己
に
曾
て
あ
る
も
の
」
》
匪
。
冨
①
一
Ω
乙
。
で
あ
り
、
一
続
済
す
る
も
の
及
び
限
定
さ
れ
た

　
　
も
の
、
他
在
》
同
乙
興
累
算
⇔
及
び
鋤
自
（
猫
立
）
有
司
飴
邑
。
房
①
営
で
あ
り
、
一
さ
う
し
て
か
Σ
る
限
定
性
．
叉
は
自
己
外
有
に
於
て
、

　
　
自
己
自
身
の
中
に
止
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
1
一
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
帥
且
鋤
自
的
に
あ
る
。
併
し
こ
の
郎
年
年
自
存
在
は
始
に
は
、
「
我

　
　
々
に
と
っ
て
叉
は
耳
隠
的
に
の
事
で
あ
る
。
部
ち
そ
れ
は
精
紳
的
な
實
艦
で
あ
．
る
。
併
し
精
紳
的
な
る
も
の
は
自
己
自
身
に
下
し
て
（
自

　
　
量
的
に
y
も
亦
、
か
・
る
も
の
（
郎
且
封
自
存
在
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
精
神
的
な
も
の
は
精
紳
的
な
も
の
に
就
い
て
知
り
、
自
己
の

　
　
風
脚
た
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
…
（
申
略
）
…
…
…
精
紳
の
二
王
が
精
棘
自
身
に
よ
っ
て
生
康
さ
れ
て
居
る
限
り
に
於
て
は
、

　
　
精
一
は
只
我
々
に
と
っ
て
の
み
封
霞
的
で
有
る
。
然
る
に
精
瀞
が
自
己
自
身
に
と
っ
て
も
亦
、
封
自
警
で
あ
る
限
り
に
於
て
は
、
こ
の
自

瑠
鋼
線
託
ち
純
な
る
概
念
嫉
羅
に
そ
の
中
で
蕪
が
そ
の
砦
を
得
る
所
の
叢
襲
娼
工
・
・
メ
ン
ト
で
あ
な
①
・
」
か
く
て
精
驚
な
も

　
　
　
　
　
　
概
念
と
富
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
六

の
が
自
己
が
新
篇
た
る
事
を
知
る
事
は
、
霞
己
を
封
象
と
し
て
颪
も
同
意
に
こ
の
罫
象
は
鋤
象
た
る
事
を
直
ち
に
否
定
さ
れ
て
居
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
、
「
自
己
自
身
の
中
に
反
照
せ
る
封
象
」
と
し
て
知
る
事
で
あ
る
。
師
ち
絶
封
否
定
的
な
る
も
の
、
自
己
と
和
解
せ
る
も
の
、
と
し
て
知

る
事
で
あ
る
。
此
の
事
に
よ
っ
て
概
念
が
和
解
を
成
立
せ
し
め
る
と
岡
じ
襟
に
、
和
解
の
霞
聲
が
概
念
を
成
立
せ
し
め
る
と
云
ひ
得
よ

う
。
経
ち
概
念
と
和
解
は
相
宰
相
成
の
青
墨
に
あ
る
。
　
「
眞
理
は
精
藤
を
一
如
に
キ
リ
ス
ト
も
云
へ
る
如
く
i
自
由
に
し
、
自
由
は

　
　
　
　
　
　
②

精
淋
を
眞
に
す
る
」
の
で
あ
る
。

　
次
に
か
く
絶
封
知
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
現
象
知
に
於
て
も
概
念
が
自
爵
に
於
て
、
自
由
が
概
念
に
よ
っ
て
成
立
し
た
事
を
見
れ
ば
、

こ
の
見
解
は
一
層
確
謹
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
㊦
Q
O
・
巽
　
㊥
吻
ω
Q
。
b

　
そ
も
ノ
～
現
象
學
は
「
意
識
が
眞
の
知
と
な
る
た
め
」
、
郎
ち
「
學
の
エ
レ
メ
ン
ト
た
る
概
念
を
生
産
す
る
た
め
に
経
る
「
長
き
勢
苦
の
道
」

　
　
①

で
あ
ろ
。
先
づ
意
識
の
段
階
に
就
い
て
云
へ
ば
、
我
々
は
そ
こ
で
は
既
に
概
念
の
根
本
規
定
た
る
普
遍
種
が
次
第
に
充
實
さ
れ
、
師
自
的

な
概
念
の
成
立
し
て
居
る
の
を
見
る
事
が
出
來
る
。

　
「
直
接
的
な
知
」
で
あ
る
下
下
的
確
信
に
於
て
は
、
圭
観
も
封
象
も
「
こ
の
人
」
「
こ
の
も
の
」
と
し
て
有
る
。
卸
ち
封
象
は
個
別
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
感
面
的
個
別
牲
が
濾
失
し
て
、
こ
の
も
の
は
一
般
者
で
あ
る
事
が
経
験
さ
れ
る
の
が
「
直
接
的
確
信
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

辮
・
謹
法
的
蓮
動
」
に
外
な
ら
な
い
。
尤
も
こ
の
一
般
性
は
紬
象
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
感
壁
的
一
般
性
」
以
上
の
も
の
で
は
な
い
事
は
云
ふ

　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

迄
も
あ
る
ま
い
が
。
か
く
て
次
に
知
箆
に
於
て
は
黒
黒
、
自
分
に
と
っ
て
「
有
る
も
の
」
は
】
端
者
と
し
て
捕
捉
さ
れ
る
。
同
時
に
感
性
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
⑥

確
信
に
於
て
は
切
易
鳳
包
に
過
ぎ
な
か
つ
九
も
の
が
否
定
．
腿
別
と
し
て
措
定
さ
れ
て
居
る
。
礎
っ
て
封
書
は
「
多
望
の
性
質
を
も
て
る
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⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

物
」
で
あ
り
、
一
般
者
は
「
肯
定
的
一
般
者
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
「
矩
斥
す
る
一
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
っ
て
一
般
者
と
云
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
も
眞
に
自
己
臨
監
と
等
し
い
一
般
性
で
は
な
く
、
鋤
立
項
に
煩
は
さ
れ
た
一
般
性
・
制
約
さ
れ
て
物
と
な
っ
た
び
Φ
含
蔭
一
般
者
で
あ

⑨
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
從
っ
て
「
物
は
把
捉
す
る
意
識
に
封
し
て
一
定
の
様
相
に
於
て
現
は
れ
る
が
、
然
…
し
こ
れ
と
同
時
に
物
は
黒
質
は
れ
て
屠
る
様
相
か

　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
出
て
、
自
己
の
中
に
復
平
し
て
居
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
纏
験
、
換
言
す
れ
ば
物
が
そ
れ
自
身
に
於
て
饗
溶
せ
る
曇
理
を
所
有
し
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
云
ふ
経
験
が
得
ら
れ
る
。
」
そ
れ
故
「
物
は
下
下
だ
け
で
有
る
と
共
に
他
者
に
魅
し
て
有
る
。
」
物
は
か
・
る
本
質
的
煙
質
に
よ
っ
て
没
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

聲
α
q
毎
民
？
σ
q
①
9
⇒
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
所
で
「
他
者
に
封
ず
る
の
存
在
と
自
分
だ
け
で
の
存
在
と
は
本
質
的
に
一
つ
の
統
一
の
中
に
あ
る
が
爾
め
、
今
や
制
約
さ
れ
な
い
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

性
が
現
在
す
る
。
こ
ふ
に
意
識
は
始
め
て
眞
の
意
味
に
於
て
悟
性
の
領
國
に
歩
み
入
る
の
で
あ
る
。
」
か
く
て
「
意
識
に
と
っ
て
は
鋤
象
は
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

者
と
の
關
係
か
ら
自
己
の
中
に
復
蹄
し
て
居
て
、
從
っ
て
離
淫
酒
に
は
概
念
と
な
っ
て
居
る
」
の
で
あ
る
。
而
も
直
接
的
な
無
制
約
的
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

猛
者
た
る
カ
の
爾
契
機
が
「
纏
え
す
自
己
を
自
立
化
し
な
が
ら
而
も
自
己
を
慶
棄
す
る
運
動
」
を
す
る
結
果
、
制
約
さ
れ
ぬ
一
般
者
は
「
非

銅
象
的
な
も
の
叉
は
物
の
柔
な
る
も
の
」
と
し
て
嵐
現
す
る
。
之
は
「
概
念
と
し
て
の
概
念
」
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
悟
性
は
現
象
を
媒
語
と
し
て
推
理
を
な
し
て
居
る
。
「
悟
性
は
推
論
の
全
艦
で
あ
る
、
換
愛
す
れ
ば
普
遍
者
の
、
限
定
性
を
通
じ
て
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

別
性
に
至
る
響
動
、
或
は
逆
に
欄
別
性
か
ら
止
揚
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
個
別
性
帥
ち
限
定
を
通
じ
て
普
遍
者
へ
の
蓮
動
で
あ
る
。
」
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

蓮
動
あ
結
果
、
最
初
は
写
象
的
な
、
察
虚
な
「
純
な
る
彼
岸
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
内
な
る
も
の
は
、
顛
倒
さ
れ
た
世
界
・
超
感
壁
梁
世
界
で

あ
る
と
共
に
嬉
の
糞
惑
讐
襲
の
婁
答
賀
「
畿
竺
の
形
を
麦
藁
殉
・
こ
の
無
限
性
は
羅
欝
な
奨
幽
で
あ

る
Q
ー
ー
（
以
卜
山
の
話
醐
一
埋
に
｝
就
い
て
は
第
轟
ハ
於
臨
▽
ぞ
覇
参
照
さ
れ
の
N
い
）
。

　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
學
研
究
　
第
二
百
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
我
々
は
こ
・
に
概
念
、
而
も
そ
の
展
開
が
學
で
あ
る
概
念
の
生
成
し
て
居
る
の
を
見
る
。
併
し
之
は
「
我
々
に
と
っ
て
」
で
あ
っ
て
、
意

識
は
未
だ
自
己
も
無
限
．
惟
を
も
つ
「
内
な
る
も
の
」
で
あ
る
事
を
知
っ
て
は
居
な
い
。
自
由
は
意
識
に
有
る
（
こ
の
事
は
後
に
明
ら
か
に
な

る
）
が
未
だ
自
寮
さ
れ
て
は
屠
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
◎
　
o
O
．
ミ
　
㊥
ω
●
G
。
o
　
㊥
Q
り
¶
○
。
ω
》
¢
G
。
評
　
ω
．
属
o
o
卑
。
．
　
㊦
ω
・
屈
o
o
　
㊥
○
ワ
曾
G
。
O
　
◎
ω
．
噴
◎
　
⑨
ω
．
鷺
　
㊥
Q
Q
●
鴇
　
◎
ω
・
困
o
o
　
⑤

　
　
　
ω
．
ミ
◎
ω
・
O
O
　
⑯
ω
・
H
8
⑤
ω
・
H
o
ω
㊤
ω
・
H
o
ひ
㊨
ω
・
＝
o
③
ω
・
霞
o
l
固
H
b
・
㊥
ω
・
い
い
。
．
＜
α
q
『
ω
●
類
◎
9
ρ
　
⑤
Q
Q
・
H
昌

　
　
　
（
◎
ω
・
H
ぷ
　
⑱
ω
●
憲
い
　
⑱
ω
・
H
ミ

　
意
識
の
段
階
が
「
概
念
」
の
師
自
的
な
生
成
で
あ
る
の
に
愛
し
、
自
己
意
識
の
段
階
は
概
念
が
主
観
に
石
壁
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。
從
っ

て
こ
き
は
一
般
性
が
轡
的
盈
曼
さ
れ
た
一
書
選
り
観
念
性
と
し
て
震
す
る
。
〔
警
灘
講
駄
驚
喜
鵠
矯
」

　
自
己
意
識
の
最
初
の
形
態
九
る
欲
望
に
於
て
、
「
他
者
が
自
己
で
あ
る
」
と
云
ふ
確
信
が
生
じ
て
居
た
。
か
く
封
象
を
観
念
的
な
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
サ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
を
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
知
る
事
に
よ
っ
て
、
欲
望
は
自
己
を
「
箪
純
な
｝
般
者
」
「
諸
契
機
を
否
定
す
る
實
在
」
で
あ
る
と
し
て
知
ろ
の
で
あ
る
。
欲
望
に
於

て
自
由
が
感
ぜ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
主
の
脅
由
が
獲
得
さ
れ
る
事
は
同
時
に
、
「
自
己
意
識
に
於
て
現
存
す
る
も
の
に
し
て
、
霞
己
意
識
に
と
っ
て
潰
失
的
契
機
で
な
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
は
な
い
こ
と
、
自
己
意
識
は
純
な
る
野
瞠
ω
§
話
。
汐
に
外
な
ら
な
い
と
云
ふ
事
が
確
謹
（
σ
雲
底
ご
魯
）
さ
れ
る
」
事
で
あ
る
。
邸
ち
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

自
由
は
「
主
に
は
二
戸
匪
。
募
。
ヲ
の
み
が
本
質
で
あ
り
、
主
は
物
を
無
と
見
る
否
定
的
威
力
」
で
あ
．
る
と
云
ふ
、
圭
の
概
念
と
同
時
に
成
立

す
る
の
で
あ
る
。
奴
が
自
由
で
あ
る
と
云
ふ
の
も
、
そ
れ
が
絹
封
的
畏
怖
に
耐
へ
、
勢
動
に
於
て
亀
入
の
心
を
も
爾
自
己
の
心
と
す
る
親

念
性
以
外
に
は
求
め
う
べ
く
も
な
い
。
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入
ト
ア
主
義
の
自
由
は
全
く
「
思
想
の
純
な
b
普
遍
性
」
に
退
く
事
に
基
く
自
由
で
あ
っ
た
。
「
思
惟
に
と
っ
て
は
藁
筆
は
表
象
又
は
形

態
に
於
て
運
動
す
る
の
で
な
く
し
て
、
概
念
に
於
て
進
行
す
る
。
即
ち
直
ち
に
意
識
に
と
っ
て
何
等
自
己
か
ら
匠
別
さ
れ
た
の
で
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

〔
意
識
か
ら
〕
臨
別
さ
れ
九
師
自
在
に
於
て
蓮
動
ず
る
。
」
か
く
概
念
・
無
限
性
・
意
識
の
純
な
る
蓮
動
が
意
識
の
本
質
を
爲
す
事
が
郎
ち
ス

ト
ア
主
義
の
自
由
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
こ
で
は
自
己
意
識
は
紬
象
的
實
在
で
あ
り
、
同
じ
事
だ
が
概
念
は
未
だ
紬
象
的
に
す
ぎ
な
い
、

從
っ
て
自
由
も
「
抽
象
的
な
自
由
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
懐
疑
主
義
は
ス
ト
ア
主
義
で
は
ま
だ
思
想
の
鋸
限
性
か
ら
撃
落
し
て
居
た
も
の
も
非
本
質
的
（
発
ち
観
念
的
）
で
あ
る
事
を
認
め
る
事
に

よ
っ
て
、
「
思
想
の
自
由
が
何
で
あ
る
か
を
現
實
に
経
験
す
る
」
も
の
で
あ
る
事
は
さ
き
に
も
述
べ
た
所
で
あ
る
。
併
乍
ら
「
事
實
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
こ
の
意
識
は
意
識
な
き
矛
盾
と
そ
の
止
む
こ
と
な
き
動
撫
と
し
て
個
剃
性
に
す
ぎ
な
い
。
」

　
「
純
な
る
意
識
」
と
し
て
米
だ
「
概
念
に
到
難
せ
ざ
る
難
壁
的
思
惟
」
、
或
は
響
動
と
欲
望
、
最
後
に
懲
己
の
決
意
。
財
産
・
享
樂
を
放
棄

し
て
理
解
さ
れ
な
い
業
を
管
む
時
、
不
幸
な
意
識
が
白
干
の
自
畳
を
失
っ
て
行
く
の
は
當
然
で
あ
る
。
島
風
ら
こ
・
で
は
ス
ト
ア
主
義
の

普
遍
性
と
懐
疑
主
義
の
個
別
性
が
本
質
的
な
不
愛
的
意
識
及
び
非
本
質
的
な
個
入
の
意
識
と
し
て
、
媒
跡
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
推
理
が
成

立
し
て
居
、
不
幸
な
意
識
の
甲
張
に
よ
っ
て
個
別
性
が
普
遍
性
と
し
て
帯
定
さ
れ
る
に
至
れ
ば
「
凡
て
の
眞
理
で
あ
る
」
と
云
ふ
理
性
の
確

　
　
　
　
　
　
　
　
④

信
に
蓬
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
立
場
は
前
に
も
述
べ
弛
通
り
観
念
論
の
立
場
で
あ
り
、
世
界
に
訂
し
て
肯
定
的
態
度
を
と
る
意
識
の
段
階
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

己
意
識
と
存
在
の
統
一
と
し
て
の
範
疇
が
概
念
と
し
て
生
じ
て
屠
る
。
不
霊
と
精
紳
の
段
階
は
こ
の
範
疇
と
な
つ
九
概
念
が
、
「
室
虚
な
観

念
論
」
の
「
畢
純
な
範
疇
」
か
ら
、
与
論
さ
れ
親
實
化
さ
れ
、
そ
し
て
同
臨
に
自
．
罷
に
於
て
深
化
さ
れ
て
行
く
過
程
に
外
な
ら
な
い
。
こ
・

　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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折
昌
趣
ず
蘇
閉
究
　

僧
雄
二
百
山
ハ
十
九
幣
肋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

で
手
写
織
欝
程
及
び
謡
的
瑳
の
段
階
“
艇
過
せ
ね
ば
な
ら
％
そ
の
彙
「
携
中
は
外
見
程
悪
く
な
い
」
と
云
ふ
和
解

に
達
し
た
蔀
且
封
自
的
悟
入
に
於
て
は
、
「
自
己
意
識
は
身
命
範
疇
そ
の
も
の
を
自
己
の
自
象
と
し
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
自
己
意
識
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

己
自
身
を
知
る
に
至
っ
た
範
疇
で
あ
る
」
事
、
及
び
そ
の
ま
だ
「
形
式
的
な
知
」
が
精
沸
に
於
て
は
人
倫
的
幕
膿
の
自
己
意
識
と
し
て
現

量
化
さ
れ
て
農
る
事
を
注
意
す
る
に
止
め
よ
う
。
精
神
の
段
階
が
自
由
な
自
己
意
識
の
命
索
的
な
形
態
と
も
．
云
は
る
べ
き
事
は
先
に
蓮
べ

た
。
三
（
或
は
四
）
形
態
が
重
覗
さ
れ
る
所
以
は
各
々
が
普
特
個
・
悟
性
・
否
定
的
理
性
・
肯
定
的
理
性
の
面
を
代
表
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ロ
イ
ス
は
へ
ー
グ
ル
を
（
絶
封
）
實
用
主
義
者
と
し
て
解
し
、
・
現
象
學
の
教
説
を
「
我
々
の
意
識
の
根
本
的
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
分
析
で

　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
」
と
見
、
又
「
精
碑
は
互
に
稲
反
す
る
力
に
自
己
を
分
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、
叉
其
の
封
立
を
克
服
す
る
事
に
よ
っ
て
生
き
る
」
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ふ
弓
・
…
の
δ
⇒
の
論
理
」
か
「
理
論
的
研
究
の
最
も
豊
富
な
る
費
庫
を
開
か
し
む
る
呪
符
で
あ
る
」
と
し
て
計
る
が
、
我
々
の
如
上
の
考
察
は

又
此
の
ロ
イ
ス
の
見
解
の
．
讃
明
と
し
て
も
役
立
つ
で
あ
ら
う
。

　
　
0
　
の
・
ざ
轟
◎
○
り
・
喉
禽
　
（
∪
鉾
H
鴇
　
◎
Q
り
．
嵩
い
　
㊥
ψ
塁
。
。
　
◎
幹
切
’
ψ
い
鴇
　
㊥
の
』
。
。
轟
　
◎
旨
力
。
署
。
w
円
削
回
。
9
断
築
亀
寓
巳
㊦
暑

　
　
　
蟹
。
巴
凶
撃
】
●
ワ
8
ω
　
◎
9
窪
（
軍
ワ
壌
ω
　
◎
⑦
ぴ
2
嗣
雪
　
唱
．
い
謡
一
○
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
是
迄
の
論
述
に
よ
っ
て
膚
由
と
概
念
と
が
現
象
學
的
に
部
ち
「
意
識
に
と
っ
て
」
同
時
に
成
立
す
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同
様
の
事

は
論
理
學
に
就
い
て
、
師
ち
「
概
念
そ
の
も
の
の
摩
糠
規
定
性
」
に
就
い
て
も
見
ら
れ
る
。
一
般
に
「
存
在
と
本
質
と
を
考
察
す
る
客
擬
的
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

論
理
學
は
本
來
、
概
念
の
獲
生
的
叙
蓮
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
」
併
し
我
々
は
こ
・
で
は
、
概
念
の
「
直
接
の
前
提
」
と
し
て
の
實
艦
か
ら
の

生
成
を
蓮
べ
る
に
止
め
よ
う
。
蓋
し
へ
～
ゲ
ル
の
云
ふ
如
く
「
實
艦
か
ら
因
果
牲
及
び
交
互
作
用
を
通
じ
て
の
繋
謹
法
駒
響
動
は
、
其
れ
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②

に
よ
っ
て
其
の
生
成
が
叙
蓮
さ
れ
る
概
念
の
直
接
の
獲
生
で
あ
り
L
、
叉
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
の
必
然
性
に
封
ず
る
尊
重
も
明
ら
か
に

な
る
で
あ
ら
う
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
大
小
爾
論
理
學
の
叙
事
の
多
く
の
相
違
に
も
か
・
は
ら
す
、
「
展
開
を
経
た
現
雨
性
は
必
然
性
で
あ
る
」
と
云
ふ
事
は
共
麺
的
で
あ
る
。

大
論
理
學
で
は
狭
義
の
現
紫
藍
の
最
後
の
段
階
は
細
意
的
必
然
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
現
實
性
及
び
可
能
性
一
般
、
並
び
に
形
式
的
必
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

性
及
び
冬
向
的
必
然
姓
が
還
恥
し
行
く
と
こ
ろ
の
眞
理
で
あ
る
。
」
と
云
は
れ
て
居
る
。
「
此
の
必
然
的
な
る
も
の
は
先
づ
そ
れ
自
ら
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

接
的
な
形
式
に
於
て
は
、
實
艦
と
薫
化
と
の
閥
係
で
あ
る
。
」
な
ぜ
な
ら
「
こ
の
必
然
性
は
軍
に
有
そ
の
も
の
で
な
く
て
、
寧
ろ
そ
れ
が
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
故
に
有
る
と
こ
ろ
の
有
、
α
霧
ω
魯
ど
α
霧
雨
】
考
亀
。
ω
一
。
。
F
邸
ち
自
己
自
身
と
の
留
書
的
な
媒
介
と
し
て
の
有
で
あ
り
、
「
而
し
て
斯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
る
有
が
實
歪
な
の
で
あ
る
」
か
ら
。
然
る
に
「
實
腱
は
諸
厩
性
の
総
罷
性
で
あ
り
、
色
々
な
騰
性
の
中
に
あ
り
乍
ら
、
此
等
諸
島
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

絶
封
否
定
箱
師
ち
絶
封
極
力
と
し
て
、
而
も
同
時
に
一
切
の
内
容
の
富
と
し
て
顯
は
れ
る
。
」
穿
ち
「
實
膿
は
生
起
及
び
浴
減
に
観
て
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
表
明
す
る
。
そ
の
限
り
に
於
て
嘉
祥
は
活
動
的
で
あ
り
、
廓
ち
原
因
で
あ
る
。
」
属
性
が
之
に
野
し
果
と
な
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
か

く
て
實
膿
性
の
關
聯
は
因
果
性
の
そ
れ
へ
移
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
併
し
原
因
は
結
果
な
く
し
て
は
原
因
で
は
な
い
。
そ
れ
故
「
も
と
も
と
原
因
と
し
て
の
原
因
は
結
果
の
結
果
で
あ
る
。
」
自
謹
原
因
と
し

て
「
何
も
の
を
も
自
己
の
中
に
貫
入
せ
し
め
ざ
ら
ん
と
す
る
因
も
既
に
被
笠
定
有
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
云
ふ
必
然
性
或
は
密
命
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

屈
服
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
。
」
か
く
「
原
因
の
働
き
と
か
原
註
の
定
立
と
か
云
ふ
事
は
岡
時
に
豫
想
（
豫
備
定
立
く
○
五
師
。
§
p
）
で
あ
る
。
」
し

か
し
て
、
か
く
互
に
一
方
の
側
か
原
因
及
び
結
果
と
し
て
、
結
果
及
び
原
因
と
し
て
の
他
の
側
に
關
係
す
る
事
に
よ
り
、
因
果
性
は
交
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

作
爾
の
聯
關
に
移
行
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
概
念
と
曹
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
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折
口
鳳
7
研
究
　
　
第
二
百
山
ハ
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
「
先
づ
始
め
に
交
互
作
用
は
島
影
定
立
さ
れ
た
實
罷
間
、
互
に
欄
約
す
る
實
膿
間
の
交
互
的
な
因
果
作
用
と
し
て
現
は
れ
る
。
」
併
し
か

ぐ
皆
皆
さ
れ
た
も
の
と
し
て
固
執
さ
れ
る
諸
規
定
は
即
自
的
に
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
「
一
方
の
側
は
他
方
の
そ
れ
と
同
様
に
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

因
で
あ
り
、
根
源
的
、
能
動
的
、
受
動
的
等
で
あ
る
。
」
「
そ
の
事
に
よ
っ
て
爾
考
の
持
つ
如
何
な
る
匠
別
も
止
織
せ
ら
れ
、
生
別
は
全
く

　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

透
明
な
假
象
と
な
る
。
」
直
接
的
な
も
の
の
方
路
が
自
己
へ
の
骨
鋸
と
同
一
に
な
る
の
も
こ
の
事
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
「
必
然
性
が
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

由
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
濡
失
す
る
た
め
で
な
く
、
只
必
然
性
の
円
的
な
岡
一
性
が
顯
示
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
」
而
も
こ
の
同
一
性
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

自
由
と
概
念
と
を
形
造
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
「
か
く
て
、
必
然
性
の
翼
理
は
自
由
で
あ
る
、
實
艦
の
虞
理
は
概
念
で
あ
る
。
」

　
　
（
∪
宅
割
目
㎝
。
訂
扇
£
醇
ぎ
㈹
一
芸
β
婁
9
回
爵
）
寡
¢
銭
ω
　
㊥
9
葛
引
¢
闘
争
㊥
吻
穀
ミ
　
㊦
り
。
毬
＝
H
Q
。
・
H
。
。
い
　
㊥
吻
・
綴
P
い
。
㈹
貯
H
H

　
　
　
　
¢
H
い
。
。
　
◎
目
偏
蒔
舞
¢
H
。
。
い
　
⑨
吻
．
韻
H
㊥
団
剛
巳
。
。
・
名
募
。
剛
お
等
。
冥
碑
岩
角
旧
＾
（
Q
一
〇
〇
】
（
躍
O
槽
）
ω
匿
誕
。
。
い
吻
　
羨
恥
H
㌧
。
凪
搾
H
『
ω
●
H
。
。
。
。
　
◎

　
　
　
　
冒
団
．
騨
（
ぎ
§
ど
ρ
【
一
二
疑
㎝
匹
興
目
b
。
q
欝
賀
一
三
窯
§
℃
ξ
鐸
吻
H
鴇
⑤
吻
．
H
い
O
㊥
吻
．
H
い
轟
⑤
国
三
舞
同
μ
圃
H
憂
・
貯
P
吻
．
瞬
箕
⑤

　
　
　
　
U
。
㈹
障
肖
ω
・
8
い
㊥
吻
．
H
い
ω
⑤
吻
「
駁
O
③
冒
σ
q
［
剛
二
H
あ
．
8
嶋
⑤
伽
■
H
い
O
②
吻
．
韻
O

　
　
　
　
　
以
上
の
論
理
的
展
開
は
同
時
に
、
現
象
學
の
「
意
識
し
の
段
階
に
於
け
る
概
念
の
生
成
の
、
「
我
々
に
と
っ
て
」
の
論
理
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
來

　
　
　
　
る
で
あ
ら
5
。
意
識
に
饗
し
て
直
接
的
な
「
有
」
ω
魯
同
と
し
て
現
ほ
れ
る
封
象
も
、
我
々
に
と
っ
て
は
媒
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
媒
介
さ
れ
た

　
　
　
　
と
云
っ
て
も
色
々
解
羅
さ
れ
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
」
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
「
我
々
が
こ
の
匿
別
（
感
覧
的
確
信
に
於
て
脱
落
し
て
屠
る
コ
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
　
こ
の
も
の
　
U
認
。
　
の
聖
別
一
筆
者
）
を
反
省
し
て
見
れ
ば
、
一
方
も
他
方
も
（
私
も
甥
象
も
）
共
に
た
じ
直
接
（
無
媒
介
的
）
に
感
覧
的
確
信
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
有
り
、

　
　
　
　
に
あ
る
の
で
な
く
し
て
、
同
時
に
媒
介
さ
れ
て
走
る
こ
と
が
分
る
」
と
云
っ
て
履
る
意
昧
で
蛤
あ
る
。
而
し
て
そ
の
「
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
り
p
o
一
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
さ
う
し
て
そ
れ
は
軍
に
有
る
と
云
ふ
だ
け
の
理
由
で
有
る
。
」
か
Σ
る
も
の
が
必
然
性
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
事
は
我
々
の
さ
き
に
述
べ
た
所
か

　
　
　
　
ち
明
瞭
で
あ
る
。
又
プ
ル
プ
ス
も
「
へ
ー
デ
ル
誓
書
の
熟
知
者
な
、
こ
丸
ら
の
言
葉
で
感
覧
的
確
信
の
潮
風
が
明
ら
か
に
必
然
性
の
そ
れ
と
し
て



715

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
記
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
事
に
、
直
ち
に
氣
が
付
く
で
あ
ら
5
」
と
云
っ
て
居
る
。
し
か
も
こ
の
必
然
性
（
大
論
理
學
）
或
は
現
誘
導
（
小
）
は
蔽
接
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
な
も
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
Q
知
覧
の
殺
階
が
實
膿
と
麗
性
の
關
係
で
あ
り
、
「
力
と
悟
性
」
の
段
階
の
申
、
力
が
因
果
作
用
と
交
互
作
用
の
關
係

　
　
　
　
で
あ
り
、
内
な
る
も
の
α
器
一
ロ
き
旨
が
概
念
で
あ
る
事
は
一
志
に
も
云
っ
た
薫
り
「
内
な
る
も
の
は
意
識
に
と
っ
て
固
よ
り
概
念
で
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
が
、
然
し
意
識
は
内
な
る
も
の
の
概
念
で
あ
る
と
云
ふ
本
性
ほ
未
だ
知
ら
な
い
」
の
で
は
あ
る
が
　
　
極
め
て
見
易
い
纂
で
あ
ら
う
。

　
　
e
　
ω
・
○
。
○
　
㊥
Q
り
「
。
。
o
H
器
訟
（
）
冨
頴
湾
》
繋
目
R
Q
臣
爵
μ
》
－
ω
9
迅
。
≡
集
。
ω
8
ぎ
囲
。
。
〔
声
誉
。
・
一
〇
一
具
崇
三
著
魚
一
ω
剛
。
聾
…
㊥
ジ
が
曳
μ
壱
蕊
”

　
　
　
　
U
ご
U
三
〇
察
剛
（
出
自
。
・
刷
同
一
島
O
ぎ
渇
Q
2
。
…
鼠
互
二
）
o
凶
瓢
£
o
ゴ
ω
．
綴
　
㊦
5
0
σ
q
一
周
【
目
Q
っ
6
困
○
。
ひ
　
団
慧
。
箸
一
〇
囲
）
誹
（
ぎ
吻
●
州
へ
罵
　
㊥
　
の
」
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
以
上
に
よ
っ
て
我
々
は
、
概
念
の
早
生
が
自
歯
の
登
生
と
、
意
識
に
と
っ
て
も
論
理
的
に
も
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
事
を
見
た
。
（
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

故
こ
の
事
は
叉
哲
古
史
に
就
て
も
語
ら
れ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
既
に
注
意
し
た
様
に
、
細
々
の
因
果
性
、
交
互
作
用
を
経
て
概
念
へ
の

展
開
は
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
ヒ
ニ
ー
ム
、
カ
ン
ト
を
経
て
へ
…
グ
ル
に
至
る
展
開
の
論
理
で
あ
る
。
）
此
の
丁
田
の
不
可
分
性
は
、
更
に
概
念
の

契
機
を
里
宮
否
定
的
和
解
に
於
て
把
握
し
、
且
つ
精
紳
の
自
由
或
は
自
由
な
る
精
紳
を
、
概
念
に
よ
っ
て
把
握
す
る
事
に
よ
っ
て
、
充
分

明
ら
か
に
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
　
㊦
　
o
っ
匡
。
島
コ
σ
q
w
目
お
ω
Φ
葭
①
斤
o
h
鎖
。
σ
Q
①
H
．
ワ
H
鳶
∴
鴇
・
磯
飛

　
概
念
と
し
て
の
概
念
は
、
普
遍
性
・
特
殊
性
・
個
別
性
の
三
契
機
を
含
む
。
此
の
三
者
は
抽
象
的
に
云
へ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
論
理
的

な
も
の
」
の
三
側
面
と
し
た
悟
性
の
面
、
辮
謹
法
的
或
は
否
定
的
理
性
の
面
、
煎
焼
的
或
は
肯
定
的
理
性
の
西
に
饗
慮
す
る
で
あ
ら
う
。

此
の
三
側
面
は
あ
ら
ゆ
る
論
理
的
黄
帝
の
、
師
ち
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
そ
れ
が
概
念
或
は
眞
な
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
こ
の
も
の
の
契

　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

機
で
あ
る
。
先
づ
「
悟
性
の
活
動
は
そ
れ
の
内
容
に
普
遍
姓
の
形
式
を
持
た
せ
る
事
に
あ
る
。
か
・
る
悟
性
規
定
の
本
性
、
師
ち
そ
れ
が

　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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哲
學
研
究
　
第
二
百
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
殴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

抽
象
的
な
普
遍
性
で
あ
り
特
殊
的
な
も
の
に
饗
し
て
封
面
的
に
固
定
さ
れ
て
居
る
が
敬
に
、
虞
實
に
は
依
然
と
し
て
特
殊
的
・
有
限
酌
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
事
、
從
っ
て
そ
れ
自
身
の
反
鉗
規
定
な
る
事
を
示
す
の
が
辮
謹
法
的
契
機
で
あ
る
。
而
し
て
「
此
の
謝
立
す
る
規
定
の
統
一
、
邸
ち
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
ら
の
解
潰
と
移
行
と
に
含
ま
れ
て
居
る
肯
定
的
な
も
の
、
を
杷
題
す
る
の
が
思
辮
的
或
は
肯
定
的
理
性
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
統
一

は
個
別
性
に
封
癒
せ
し
め
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
・
に
我
々
は
概
念
が
一
般
に
、
（
邸
自
的
な
る
も
の
と
錐
も
）
獄
丁
和
解
の
面
を
有

す
る
事
を
知
り
得
る
Q

　
併
乍
ら
「
概
念
と
し
て
の
概
念
」
「
漁
燈
封
素
的
概
念
」
の
三
契
機
は
よ
り
具
艦
首
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
前
述
の
三

側
面
、
或
は
反
省
規
定
に
於
け
る
同
一
性
・
選
別
・
幕
底
等
「
蜘
象
的
に
云
へ
ば
性
情
を
岡
じ
く
し
て
居
る
」
が
、
普
特
個
の
三
契
機
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

々
は
、
「
概
念
と
同
じ
く
、
正
し
く
全
面
で
あ
り
、
二
っ
て
概
念
と
不
離
の
統
一
に
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
居
る
」
の
で
あ
る

か
ら
。
概
念
は
他
有
と
そ
の
自
己
内
復
蹄
、
と
云
ふ
契
機
の
澄
透
で
あ
る
か
ら
、
最
初
に
は
自
己
自
勢
と
の
維
封
的
同
一
姓
卸
ち
普
癌
性

　
　
　
　
　
　
⑥

と
し
て
存
在
す
る
。
從
っ
て
そ
れ
は
存
在
の
範
疇
と
異
な
り
、
否
定
の
否
定
、
絶
封
否
定
の
構
造
を
有
す
る
。
從
っ
て
先
づ
「
最
初
の
否

定
或
は
規
定
は
普
遍
性
に
冒
し
て
何
等
制
限
と
な
る
事
な
く
し
て
、
普
遍
性
は
寧
ろ
そ
の
中
に
於
て
自
己
を
保
持
し
、
積
極
的
に
自
己
と

　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
e

同
一
で
あ
る
。
」
從
っ
て
「
普
遍
的
な
る
も
の
は
自
由
な
る
カ
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
自
身
で
有
り
、
而
も
そ
の
他
者
を
も
覆
ふ
。
併
し
そ

れ
は
強
制
さ
れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
却
て
そ
の
他
者
に
於
て
安
ら
ひ
、
嫁
自
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
由
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

カ
と
呼
ば
れ
た
と
同
じ
く
、
叉
自
由
な
る
愛
、
下
界
な
き
津
編
と
も
呼
ば
れ
よ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
併
し
他
面
［
、
眞
の
、
無
限
な
普
遍
姓
L
は
特
殊
性
で
も
あ
る
。
「
そ
れ
は
自
由
に
自
己
を
限
定
す
る
」
の
で
あ
る
。
併
し
普
遍
性
が
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
實
龍
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
普
遍
性
の
謡
講
否
定
性
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
從
っ
て
「
特
殊
は
普
遍
そ
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の
も
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
れ
は
普
遍
性
の
匿
刷
或
は
他
者
へ
の
關
係
・
外
部
へ
の
假
現
で
あ
る
。
併
し
普
遍
そ
の
も
の
と
し
て
特
殊
が
そ

れ
か
ら
騎
さ
れ
る
他
の
も
の
は
存
在
し
な
い
・
普
一
纏
は
畠
規
定
す
る
・
そ
れ
は
只
皇
自
身
と
の
み
騎
さ
れ
触
激
っ
て
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

殊
の
中
に
有
り
乍
ら
も
、
普
遍
的
な
も
の
は
何
等
擬
鳳
せ
ら
れ
る
事
な
く
、
そ
れ
自
身
に
等
し
く
、
或
は
他
者
の
中
に
あ
る
の
で
な
く
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

己
の
許
に
（
糠
自
）
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
規
定
性
は
抽
象
的
で
あ
る
が
そ
の
限
り
に
於
て
普
遍
姓
も
紬
象
的
で
あ
る
。
（
尤
も
之
は
室
虚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
あ
る
δ
臼
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
）
こ
・
に
爾
者
は
そ
れ
ら
自
ら
へ
「
反
省
」
し
、
「
規
定
さ
れ
た
普
遍
性
、
自
己
自
身
に
關
倒
し
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
限
定
性
」
と
な
る
。
之
が
個
別
性
で
あ
っ
て
、
こ
、
に
於
て
絶
封
否
定
性
は
「
封
自
的
に
措
定
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
具
鵬
的
な
も
の
及

び
眞
な
る
も
の
は
（
而
し
て
凡
ゆ
る
眞
な
る
も
の
は
具
罷
的
な
の
で
あ
る
が
）
、
其
の
自
己
内
反
省
に
よ
っ
て
普
遍
考
と
等
し
く
せ
ら
れ
て

居
る
所
の
特
殊
を
封
立
者
と
し
て
持
つ
普
遍
性
で
あ
る
。
1
此
の
統
〕
が
個
別
性
で
あ
る
。
…
…
：
・
中
略
…
・
…
：
1
或
は
此
の
個
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

性
は
概
念
多
、
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
」
尤
も
か
く
云
へ
ば
「
普
遍
性
と
蒋
殊
性
と
は
一
面
、
個
別
性
の
生
成
の
契
機
で
あ
る
か
の
如
く
見

え
る
。
」
「
併
し
銑
に
示
し
た
如
く
そ
れ
ら
は
そ
れ
ら
自
身
全
艦
概
念
で
あ
っ
て
、
個
別
性
に
於
て
他
者
へ
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、
却
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
そ
の
中
で
そ
れ
ら
が
邸
且
鋤
惰
的
に
あ
る
所
の
も
の
が
措
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
．
る
襟
に
「
概
念
の
諸
契
機
は
引
離
さ
れ
得
す
、
」
「
臨
写
は
何
等
の
中
断
を
も
な
さ
す
、
何
等
の
漏
濁
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

引
き
起
さ
す
、
却
っ
て
概
念
と
全
く
同
様
に
透
明
で
あ
る
。
」
か
く
各
々
の
契
機
は
互
に
他
者
に
於
て
自
己
に
在
る
（
列
記
）
。
乃
ち
概
念
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

關
係
襟
式
く
⑦
誉
鐸
⇔
謎
妻
①
一
器
は
自
由
で
あ
り
、
「
概
念
は
自
由
な
も
の
で
あ
る
」
の
で
あ
る
。

　
測
距
ら
以
上
の
叙
蓮
に
よ
り
凝
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
如
く
、
　
「
概
念
は
成
程
邸
自
的
に
は
既
に
特
殊
な
も
の
で
あ
り
は
す
る
が
、
併
し

概
念
と
し
て
の
概
念
の
中
に
於
て
は
特
殊
的
な
も
の
は
未
だ
措
定
さ
れ
て
居
る
わ
け
で
な
く
、
倫
普
遍
的
な
も
の
と
の
透
明
な
統
一
の
中

　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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哲
學
研
究
　
第
二
百
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
　
　
⑳

に
存
在
す
る
。
」
即
ち
そ
れ
は
逡
に
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。
所
が
個
別
性
が
「
輩
に
概
念
の
自
己
回
復
錦
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
岡
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
喪
失
で
あ
る
」
と
云
ふ
事
に
よ
っ
て
、
概
念
は
「
現
實
へ
歩
み
入
る
。
」
か
く
て
概
念
は
特
殊
化
し
て
判
断
と
な
る
。
制
憲
こ
そ
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
特
殊
化
を
受
け
乍
ら
も
普
遍
性
の
性
絡
を
常
に
失
は
な
い
で
居
る
所
の
概
念
の
眞
の
特
殊
化
で
あ
る
。
」
そ
れ
故
に
判
断
は
「
概
念
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
の
特
殊
化
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
。
此
の
判
断
の
契
機
が
充
實
さ
れ
、
統
一
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
推
論
と
な
る
。
推
論
は
「
判
断
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

概
念
の
回
復
で
あ
り
、
從
っ
て
爾
者
の
統
一
で
あ
り
眞
理
で
あ
る
。
」
推
論
は
か
く
て
「
完
全
に
量
定
さ
れ
た
概
念
で
あ
の
、
從
っ
て
「
理
性

　
　
　
　
　
⑳

的
な
も
の
で
あ
る
。
」
こ
の
推
論
が
個
別
性
に
鋤
慮
す
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
斯
襟
に
「
概
念
の
普
遍
的
本
性
が
特
殊
性
を
通
じ
て
そ
れ
自
ら
に
外
的
現
實
性
を
輿
へ
、
そ
し
て
此
の
事
を
通
じ
て
否
定
的
な
自
己
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

反
省
と
し
て
、
そ
れ
自
ら
を
個
別
的
な
も
の
と
す
る
」
事
は
、
夏
に
主
観
的
概
念
（
主
観
性
）
・
客
観
（
客
観
姓
）
理
念
の
展
開
に
も
、
最

後
に
は
論
理
・
自
然
・
精
瀞
の
展
開
に
も
見
ら
れ
る
。
而
し
て
概
念
は
盆
々
現
實
化
さ
れ
同
時
に
深
化
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
（
次
館

参
照
）

　
㊦
　
吻
δ
く
α
q
野
H
b
包
（
H
「
Q
Q
．
ひ
　
㊥
吻
。
。
o
　
㊥
ゆ
G
。
H
　
⑤
吻
。
。
⇔
　
㊥
吻
目
ひ
。
　
◎
い
0
9
9
騨
譲
（
聾
づ
鎌
出
面
．
，
蕪
＼
〃
謎
メ
》
緊
｛
δ
ω
．
い
も

　
　
　
㊥
。
。
・
鳶
【
◎
ω
b
急
◎
ω
』
章
◎
ω
・
叙
い
θ
ω
』
ホ
。
5
㊥
の
・
彊
ひ
◎
脅
ひ
ω
◎
の
』
廣
⑤
ω
・
紫
・
。
⑤
ω
b
お

　
　
　
◎
ω
b
鴇
一
ω
㊥
弓
琶
己
・
カ
。
。
囮
話
励
M
⑤
Q
。
6
．
い
寂
㊥
励
H
ひ
轟
㊤
①
・
9
｝
⑱
吻
ま
。
⑧
吻
目
ひ
ひ
⑨
ω
誌
ひ
い
㊤
㈱
H
ひ
ひ
⑧

　
　
　
ω
●
い
9
　
⑱
ω
・
ω
o
G
。
　
⑱
吻
夙
。
。
目

　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
前
節
に
於
て
概
念
が
自
由
で
あ
る
事
を
、
そ
の
諸
契
機
の
關
係
檬
式
に
就
い
て
見
た
が
、
精
棘
が
自
由
で
あ
る
事
も
精
紳
が
か
・
る
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

係
様
式
に
あ
る
事
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
概
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
へ
ー
グ
ル
は
「
自
由
が
意
識
の
事
實
と
し
て
與
へ
ら
れ
、



719

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

事
實
に
部
し
て
信
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
云
ふ
事
を
無
難
作
に
頼
る
の
は
像
り
に
氣
樂
な
考
へ
で
あ
る
し
と
し
、
「
意
志
（
こ
・
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

精
紳
と
同
義
）
が
自
由
で
あ
る
こ
と
、
及
び
意
志
と
自
融
と
が
何
で
あ
る
か
－
一
1
こ
れ
に
關
す
る
演
繹
は
既
に
述
べ
九
様
に
（
哲
學
は
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

環
を
な
す
故
に
）
、
全
膿
の
聯
關
に
観
て
の
み
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
云
っ
て
居
る
。
L
況
や
「
自
由
が
精
神
の
唯
一
眞
實
な
る
本
性
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
る
」
と
云
ふ
が
如
き
は
「
思
辮
哲
學
の
認
識
」
で
あ
る
。

　
先
づ
精
憩
或
は
意
志
は
「
自
我
の
純
粋
不
規
定
性
或
は
純
粋
反
省
と
云
ふ
エ
レ
メ
ン
ト
を
含
む
。
」
即
ち
意
志
は
「
自
我
が
自
己
を
そ
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
措
定
し
た
凡
て
の
規
定
を
捨
象
し
得
る
と
の
絶
鋤
的
可
能
性
」
を
有
す
る
。
こ
れ
郎
ち
「
絶
鍬
的
確
象
・
若
く
は
普
遍
性
と
云
ふ
無
制

約
的
無
限
性
、
自
己
自
身
の
純
粋
思
惟
」
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
意
志
の
一
方
面
が
表
象
に
よ
つ
て
自
習
と
し
て
固
執
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
「
否
定
的
自
歯
或
は
悟
性
の
自
由
」
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
例
と
し
て
波
羅
門
教
と
「
現
存
す
る
胱
會
秩
序
の
一
切
を
破
壊
せ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
」
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
熱
狂
を
繋
げ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
併
し
「
同
様
に
自
我
は
隈
別
な
き
不
規
定
軽
よ
り
出
て
、
席
別
離
ち
内
容
及
び
饗
象
と
し
て
の
規
定
性
を
限
定
し
、
措
定
す
る
事
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

移
行
で
あ
る
。
こ
れ
有
限
性
、
即
ち
自
我
の
特
殊
化
の
三
型
的
契
機
で
あ
る
。
　
「
こ
れ
は
自
由
に
属
す
る
も
、
全
き
自
由
を
な
す
の
で
は

　
④

な
い
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
併
し
「
意
志
は
こ
れ
ら
爾
契
機
の
統
一
で
あ
る
。
一
こ
の
統
一
は
自
己
に
反
省
し
た
從
っ
て
普
遍
性
に
還
為
し
た
特
殊
性
郎
ち
個
別

性
で
あ
る
◎
一
つ
の
も
の
に
獲
て
自
己
を
自
己
そ
の
も
の
の
否
定
的
な
も
の
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
規
定
さ
れ
た
も
の
空
薫
さ
れ
た
も
の

と
し
て
描
定
す
る
と
共
に
自
己
の
許
に
（
豫
自
に
）
師
ち
自
己
同
一
性
と
普
遍
性
と
に
血
ま
り
、
且
つ
こ
の
規
定
に
於
て
、
只
自
己
自
身
と

繋
合
し
て
居
る
⇔
毎
日
搾
ω
圃
。
プ
。
。
免
ぴ
翼
謡
。
。
磐
彰
騨
窪
塁
。
。
。
ζ
霧
・
・
宮
〔
ω
。
農
①
器
。
⇒
に
は
推
論
の
蘭
係
に
あ
る
事
を
示
す
意
あ
り
〕
自

　
　
　
　
　
概
念
と
自
由
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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哲
學
研
町
究
　
　
第
二
百
み
ハ
十
九
臓
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
岬
蘇

我
の
自
己
規
定
で
あ
る
。
1
自
我
は
そ
れ
が
自
己
自
身
へ
の
否
定
的
喜
喜
で
あ
る
限
り
自
己
を
限
定
す
る
。
同
様
に
自
我
は
自
己
．
へ
の

か
、
る
關
係
に
於
て
か
・
る
規
定
性
に
話
し
て
無
頓
着
で
あ
り
、
規
定
性
を
自
分
の
も
の
、
槻
念
的
な
も
の
と
し
て
、
何
等
自
己
を
拘
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
な
い
箪
な
る
可
能
性
と
し
て
知
る
。
」
こ
の
こ
と
が
自
由
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
精
紳
が
自
己
を
不
漁
化
す
る
の
は
、
判
断
に
自
己
を
分
割
し
て
、
而
し
て
之
か
ら
南
緯
し
て
推
論
と
な
る
事
に
よ
っ
て
で
あ
、

る
。
精
々
が
自
己
を
分
割
し
て
判
断
と
な
っ
た
揚
合
、
精
紳
は
自
己
を
封
象
に
持
つ
の
で
あ
り
、
之
が
歯
剥
の
「
写
照
」
で
あ
る
。
　
、
併
し

差
し
當
っ
て
は
精
紳
は
そ
こ
で
は
封
象
性
の
關
係
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
關
係
に
於
て
は
精
憩
は
有
隈
者
で
あ
る
。
」
而
し
て
そ
れ
か
ら
還

聾
し
て
推
論
と
な
れ
ば
「
精
粋
は
自
己
に
封
し
て
封
象
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
場
合
精
紳
は
封
象
に
顧
て
自
己
と
和
解
し
て
居
り
、
擦
自

で
あ
妙
、
そ
れ
故
に
自
己
の
自
歯
に
到
達
し
て
居
る
。
」
「
か
Σ
る
事
が
精
侍
講
身
の
律
動
、
永
遠
の
生
命
で
あ
り
、
’
精
憩
は
若
し
死
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
か
Σ
る
蓮
動
を
持
た
な
い
で
あ
ら
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
．
、
　
、
、

　
か
く
し
て
、
精
紳
は
普
．
特
．
個
の
三
契
機
を
有
し
、
そ
れ
ら
は
推
論
と
し
て
借
定
さ
れ
て
居
る
。
所
で
「
，
推
論
は
理
性
的
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
⑦

あ
り
、
而
も
理
性
的
な
も
の
の
一
切
で
あ
る
。
」
或
は
同
じ
こ
と
だ
が
「
一
切
の
制
限
と
特
殊
的
個
別
性
を
止
揚
し
て
居
る
」
普
遍
、
廓
ち
「
、
自

　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
③

ら
の
曳
網
を
覆
ひ
包
み
、
自
己
の
規
定
に
よ
っ
て
滲
透
さ
れ
た
普
遍
者
、
邸
ち
警
士
鋤
自
的
普
遍
者
は
理
姓
的
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
精

憩
こ
そ
は
理
性
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
曇
る
に
他
方
、
「
、
理
性
的
な
も
の
は
現
聖
業
で
あ
り
、
現
實
的
な
も
の
は
理
性
的
で
あ
る
。
し
從
っ
て
一
切
の
現
認
的
な
も
の
は
推
論
の

構
造
を
な
し
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
の
み
理
性
的
な
の
で
あ
る
と
云
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
哲
學
は
「
理
性
的
な
も
の
の
探
求
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑩

正
に
こ
の
故
に
親
在
す
る
も
の
壷
び
に
現
量
的
な
も
の
の
把
捉
で
あ
る
。
」
然
ら
ば
哲
學
は
現
實
的
な
る
も
の
に
於
け
る
権
論
の
爾
明
を
任
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と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
が
一
般
に
概
念
把
握
9
σ
身
尻
。
符
⇒
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
臨
く
コ
の
鋤
象
を
概
念
把
握
す
る

と
は
全
く
、
自
我
が
そ
れ
を
自
己
の
も
の
と
し
、
そ
れ
を
貰
徹
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
本
命
の
形
式
、
蔀
ち
直
ち
に
規
定
性
で
あ
る
所
の
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

遍
性
或
は
直
ち
に
普
遍
牲
で
あ
る
所
の
現
實
性
の
形
式
に
も
た
ら
す
事
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
．
る
し
と
。
「
哲
學
の
エ
レ
メ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
知
の
エ
レ
メ
ン
ト
」
が
「
特
殊
を
自
己
内
に
包
括
せ
る
一
般
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
も
之
に
よ
っ
て
理
解
鵬
來
よ
う
。
而
し
て
斯
く
、
概
念

的
に
或
は
精
密
に
云
へ
ば
推
論
納
．
に
把
握
す
る
事
が
「
藥
の
方
法
」
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
へ
ー
グ
ル
は
「
思
立
的
方
法
の
契
機
し
を
「
存
在

或
は
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
端
緒
］
「
概
念
と
し
て
措
定
さ
れ
て
属
な
い
概
念
換
言
す
れ
ば
即
自
的
な
概
念
」
「
普
遍
」
と
「
進
行
」
「
理
念

の
措
定
さ
れ
た
判
断
」
「
そ
の
規
定
性
に
於
て
拮
定
さ
れ
た
第
一
の
契
機
」
と
「
此
等
二
契
機
を
観
念
的
な
も
の
・
契
機
止
暢
さ
れ
た
も
の

邸
ち
間
時
に
保
存
さ
れ
九
も
の
と
し
て
存
在
す
る
統
一
」
「
自
己
の
師
自
有
か
ら
趨
て
、
　
自
己
の
分
化
及
び
か
エ
る
分
化
の
緊
急
を
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
、
自
己
を
自
己
惣
身
と
し
て
繋
ぎ
合
は
せ
る
・
・
ざ
プ
貫
け
。
。
㎞
。
プ
N
塁
。
ヨ
琶
9
μ
邑
旨
。
ω
。
・
直
穿
概
念
」
の
三
つ
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
⑭
　

、

　
併
し
さ
き
に
延
べ
た
所
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
で
あ
ら
う
檬
に
、
一
、
精
瀞
的
な
る
も
の
の
み
が
現
實
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
」
從
っ
て
「
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
は
そ
の
純
な
る
本
質
に
於
て
立
て
ら
れ
た
全
羅
の
構
造
以
外
の
も
の
で
は
な
い
．
、
」
師
ち
方
法
は
精
瀞
そ
の
も
の
の
運
動
で
あ
る
。
曰
く

「
そ
れ
の
翠
一
性
の
中
に
規
定
を
典
へ
、
こ
の
規
定
性
の
中
に
自
己
同
等
性
を
生
ぜ
し
め
、
か
く
て
概
念
の
内
在
的
展
開
を
な
す
・
所
の
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

神
の
蓮
動
は
、
認
識
の
絶
封
的
な
方
法
で
あ
り
、
同
時
に
内
容
そ
の
も
の
の
円
在
的
生
命
に
外
な
ら
な
い
。
」
と
。
か
く
て
「
方
法
は
外
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

形
式
で
な
く
し
て
内
容
の
魂
で
あ
り
概
念
で
あ
る
。
」
正
確
に
云
へ
ば
「
方
法
は
自
己
解
明
的
概
念
伽
2
・
・
㎞
。
プ
。
ζ
藪
。
三
訂
鳥
。
切
罐
爵
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

あ
り
、
他
の
何
も
の
で
も
な
い
。
」
凡
ゆ
る
學
に
煮
て
方
法
は
た
だ
一
つ
あ
・
の
得
る
の
み
で
あ
る
し
の
も
、
概
念
は
山
』
だ
一
つ
あ
る
だ
け
だ
か

　
　
　
⑲

ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
概
念
と
自
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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哲
型
．
研
究
　
　
第
二
百
山
ハ
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
そ
れ
故
精
霊
が
哲
學
・
絶
窺
知
邸
ち
「
自
己
を
精
神
の
形
に
於
て
知
る
精
紳
」
に
達
し
た
時
は
、
ヌ
ー
ス
と
ノ
エ
ト
ン
は
一
致
し
、
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
「
知
の
エ
レ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
そ
の
中
で
精
神
が
そ
の
定
有
を
得
る
所
の
鋤
象
的
な
エ
レ
メ
ン
ト
」
で
あ
り
、
四
型
は
一
つ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ゆ
　
あ
　

へ
　

み
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
あ
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ネ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
從
っ
て
か
・
る
概
念
の
自
己
展
開
は
師
ち
精
紳
の
自
己
認
識
で
あ
り
、
同
時
に
現
實
の
把
握
で
あ
り
、
理
性
的
な
も
の
の
理
性
的

へ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
へ
　
や
　
ゐ
　
　
へ
　
ゆ
　
セ
　
ぶ
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
リ

杷
握
で
あ
る
。
か
く
て
我
々
は
か
の
法
の
哲
學
の
序
文
の
一
聯
に
導
か
れ
る
。
「
こ
・
に
薔
薇
が
あ
る
。
こ
・
で
踊
れ
。
自
宅
磁
路
瀞
と
し

て
の
理
性
と
現
存
的
現
下
と
し
て
の
理
性
と
の
間
に
介
在
し
て
、
前
者
を
後
者
よ
り
隔
離
し
、
前
者
を
し
て
後
者
に
満
足
を
見
患
さ
し
め

ざ
る
所
以
の
も
の
は
、
未
だ
概
念
の
自
由
に
蓬
せ
ざ
る
何
等
か
鏑
象
的
な
る
も
の
の
束
縛
で
あ
る
。
覗
在
の
＋
字
架
の
羅
に
花
険
く
薔
薇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

花
と
し
て
理
性
を
認
識
し
、
是
に
磁
っ
て
現
在
に
壷
焼
す
る
、
此
の
理
性
的
な
る
洞
見
こ
そ
、
概
念
把
握
せ
ん
と
す
る
内
的
要
求
、
並
び

に
主
観
的
自
由
を
懐
い
て
特
殊
的
偶
然
的
な
る
も
の
に
堕
す
る
こ
と
な
く
、
飾
且
蜀
自
的
に
あ
る
も
の
に
立
脚
す
る
と
洞
時
に
實
罷
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
⑳

る
も
の
に
於
て
圭
観
的
自
由
を
維
持
せ
ん
と
す
る
内
的
要
求
の
一
度
起
れ
る
人
々
に
哲
學
の
輿
へ
る
魚
掛
と
の
和
解
で
あ
る
。
」
乃
ち
哲
學

の
最
高
の
自
由
九
る
所
以
で
あ
る
。

　
（
∪
　
三
三
「
9
ズ
○
畠
富
旗
轟
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男
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噂
創
．
O
＄
o
賦
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答
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◎
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U
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吻
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＜
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涛
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弾
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拶
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○
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旨
く
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。
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扁
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吻
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◎
層
ぼ
ド
9
閃
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簿
9
＜
o
誕
旦
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◎
8
0
α
q
岸
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ω
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8
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⑤
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い
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